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コネクタ・端子台の接続確認

【ハイパワー機のみ】

発電量アンサー信号の点検

【ハイパワー機のみ】

コンバータ・チャージランプ（LED1: 赤）の点灯確認

【ハイパワー機のみ】

結線図を参考に、コンバータ端子台表示シールとハーネス
の接続を確認する。

接続確認は、必ず漏電ブレーカを OFF にして行ってく

ださい。

コンバータのチャージランプ（LED1）が点灯中は高

電圧に注意してください。

感電する恐れがあります。

G W V U N(-) P(+)
緑 白 赤 黒 赤黒

LED1

１． 電源投入（漏電ブレーカ ON）の初回に発電量アン

サー信号が正常であるか確認する。

２． 漏電ブレーカ ON 直後の初期チェック時（エンジン

停止中）、基板メンテナンス機能のモニタモードで

「アクチュエータ出力状態 / 個別駆動（コード

No.20）」を選択し、『スタータトランス』ON の表

示を確認し、メイン基板上の CN2[20]-[17] で発

電量アンサー信号の電圧を確認する。

基準電圧 2.5 V 以上

ON

OFF

漏電ブ レー カ

チャージランプ（LED1）が点灯していることを

確認する。 G W V U N(-) P(+)
緑 白 赤 黒 赤黒

LED1

58)

57)

56)
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59) コンバータ / 発電機の故障診断

【ハイパワー機のみ】

表 1 コンバータ・アラーム表示一覧 ※

コンバータのアラームランプ（LED2 ～ 5：赤）の点灯

パターン（表 1 参照）で、異常の要因を診断する。

発電停止（コンバータ停止）処理でアラーム表示がリセット

されるため、コンバータのアラーム履歴表示（表 2 参照）で

要因の確認をする。

G W V U N(-) P(+)
緑 白 赤 黒 赤黒

LED2 ～ 5

No. LED5 LED4 LED3 LED2 アラーム要因 異常項目

―）常正（し無ムーラア灯消灯消灯消灯消―

1 消灯 消灯 消灯 点灯 障故軽）CO（流電過

2 消灯 消灯 点灯 ↑）VO（圧電過灯消

3 消灯 消灯 点灯 点灯 ↑）UL（圧電足不

4 消灯 点灯 消灯 消灯 コンバータ過熱（OH） ↑

5 消灯 点灯 消灯 点灯 過負荷：発電機（OL） ↑

6 消灯 点灯 点灯 消灯 過負荷：コンバータ（OLU） ↑

7 消灯 点灯 点灯 点灯 ↑）SO（大過度速

8 点灯 ↑）drE（調脱灯消灯消灯消

9 点灯 消灯 消灯 点灯 ↑）1rE（ーラエリモメ

10 点灯 消灯 点灯 ↑）3rE（ーラエUPC灯消

11 点灯 消灯 点灯 点灯
コンバータ素子短絡故障または発電機
地絡故障（iSC）

重故障

12 点灯 点灯 消灯 消灯 発電機短絡または地絡故障（CEr） ↑

13 点灯 点灯 消灯 点灯 ↑）Sd（線断機電発

― 点灯 点灯 点灯 点灯 アラーム履歴表示の区切り ―

※ コンバータ異常発生時および基板メンテナンス機能にてモニタモード設定時、コンバータ本体の LED
2 ～ 5 点灯

１． コンバータ・アラーム履歴表示

基板メンテナンス機能のモニタモードで、コンバー

タに搭載された LED2 ～ 5 の点灯パターンによっ

て過去 4 回までのコンバータ・アラーム履歴表示

を行う。

点灯パターンが示す要因はコンバータ・アラーム

表示一覧に従う。（表 1 参照）

表 2 アラーム履歴表示方法

1．初期区切り：LED 全点灯 2 秒

↓

2．最新アラームパターン：点灯 2 秒

↓

3．区切り：全点灯 0.5 秒 →全消灯 0.5 秒

↓

4．前回アラームパターン：点灯 2 秒

↓

5．区切り：全点灯 0.5 秒 →全消灯 0.5 秒

↓

6．前々回アラームパターン：点灯 2 秒

↓

7．区切り：全点灯 0.5 秒 → 全消灯 0.5 秒

↓

8．前々々回アラームパターン：点灯 2 秒

（1 → 2 →・・・→ 8 → 1 → 2 →・・・）
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２． アラーム要因別対処方法

法方置処因要件条出検因要ムーラア.oN

1 OC
発電機電流過上昇

（瞬時検出）
発電機ハーネスまたは本体の短絡、
または地絡

発電機の線間抵抗および絶縁抵抗を確認
し、規格外であれば発電機を交換。問題
なく再発するなら、発電コンバータ交換

2 OV 直流中間電圧過上昇

商用電源からの雷サージ侵入

ファン回転数が低い状態で、ハン
チングなどでエンジン回転数が
急上昇

発電機の地絡

発電機の線間抵抗および絶縁抵抗を確認
し、規格外であれば発電機を交換。問題
なければ、電源品質などの設置環境を確
認

3 LU 直流中間電圧低下

発電量が消費電力より低い状態
（エンジン回転数小で、ファン風量
レベルが大の状態）で、商用電源
電圧の低下

電源品質を確認（電圧低下ないか）

4 OH
コンバータ内部温度
過上昇

冷却風量の低下

周囲温度の過上昇

床下の換気口およびインパネ換気口が封
鎖されていないか確認

高温・強風での連続運転なかったか確認

以上、問題なければ、発電コンバータ
交換

5 OL
発電機電流過上昇

（時限検出）

機器故障（電流制限制御ができて
いない）で、強風または静圧が高
い状態で長時間運転

発電コンバータの交換

6 OLU
パワー素子内部温度
過上昇

冷却風量の低下

周囲温度の過上昇

床下の換気口およびインパネ換気口が封
鎖されていないか確認

高温・強風での連続運転なかったか確認

以上、問題なければ、発電コンバータ
交換

7 OS 発電機回転数過上昇
強風・ガス圧不安定によりエンジ
ンがハンチングし、回転数が上昇

エンジン回転数過上昇と同時に発生して
いるか確認し、回転数過上昇の要因調査

8 Erd 発電機回転数急変

ベルトの一時的なスリップ

エンジンのハンチング

発電コンバータ（電流検出素子）
の故障

ベルトテンションを確認

再現確認（発電コンバータ故障確認）

以上、問題なければ、エンジンハンチン
グの要因がないか確認

9 Er1
メモリデータ書込み
異常

過大な外来ノイズ

発電コンバータ故障
再現するなら、コンバータ交換。なけれ
ば、設置環境（ノイズ発生状況）を確認

10 Er3 CPU に異常発生

11 iSC
コンバータ停止中に電流
検出

（軽故障発生などで）発電停止中
に、エンジンのハンチングなどで
エンジン回転過上昇

発電コンバータ故障（素子短絡）

アラーム履歴を確認し、軽故障の要因を
解消。再発するなら、コンバータ交換

12 CEr
発電開始時に発電機短絡 
または地絡を検出

発電機の短絡または地絡
発電機の線間抵抗を確認し、規格外で
あれば発電機を交換

13 dS

発電中に、発電機内断線
または 発電機回転数が
低いため、 発電機の起電
圧を検出できない

発電機本体および発電機ハーネス
断線

発電コンバータ（電流検出素子）
の故障

ベルトの一時的なスリップ

ベルトテンションを確認、調整

発電機の線間抵抗を確認し、規格外で
あれば発電機を交換

以上、発電機に問題なければ発電コン
バータを交換

No.1・3・6 →

コンバータ端子台の P（+）－ N（-）間の直流

電圧を確認する。

この電圧が DC180 V 以下の場合、電源系や

DCBL 基板の不良も考えられる。

G W V U N(-) P(+)
緑 白 赤 黒 赤黒
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60) 発電機ベルト張力の点検

【ハイパワー機のみ】

３． ベルト張力を確認する。

⇒ 80 N 未満の場合：ベルト張力を点検時の調整基準値に調整する。

⇒ 80 N 以上の場合：点検を終了する。

注）ベルト張力は、音波式ベルトテンションゲージで測定してください。

注）発電機ベルトは張力調整後、数十時間の運転で張力が低下しますが、それはベルトの特性であり、異常で

はありません。

注） ベルトを取付けた場合のベルト張力は、エンジンを10～20分間運転してから再度、確認・調整してください。

No. 11・12 → 漏電ブレーカが漏電遮断した場

合は発電機絶縁抵抗を確認する。

No. 11 →漏電ブレーカの漏電遮断を伴わない場

合、コンバータの故障が考えられる。

No. 12 →漏電ブレーカの漏電遮断を伴わない場

合、発電機の故障が考えられる。

発電機絶縁抵抗値

G-U

1 MΩ 以上G-V

G-W

測定は必ず漏電ブレーカをOFFして行ってください。

感電する恐れがあります。

No. 13 → 発電機の巻線抵抗を確認する。 発電機巻線抵抗値

U-V

1 Ω 以下U-W

V-W

１． 発電機ベルトに亀裂や磨耗がないか確認する。

⇒亀裂や磨耗ありの場合：発電機ベルト交換へ進む。

２． プーリー谷部（エンジン側・発電機側）に磨耗粉が付着

していないか確認する。

※ メガネレンチなどを使用して、プーリーを手回ししなが

ら確認してください。

⇒磨耗粉付着ありの場合：

発電機ベルトを外して磨耗粉を取除き、ベルト張力を

点検時の調整基準値に調整する。

ベルト張力基準値

交換時
点検時≪運転時間≫～ 30 時間 点検時≪運転時間≫ 30 時間～

点検基準値 調整基準値 点検基準値 調整基準値

330 ～ 390 N 80 N 以上 330 ～ 390 N 80 N 以上 300 ～ 330 N

発電機ベル ト

注）詳細は5-90ページ以降の「発電機の交換」参照
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1) メンテナンス機能の概要

基板メンテナンス機能の LED・ボタン配置

電源投入後の表示

電源投入後は、下記のように「機種種別 / 機種容量」→「機種コード / メインソフトバージョン」→

「エンジンソフトバージョン /ＩＦ ソフトバージョン」の切換表示を行う。

CODE No. CODE No.
UP DOWN

INDOOR
SELECT

MODE
CLEAR SETSELECT

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

モード 異常

※LED の表示：特に記載のない場合、下記のように割付ける

LED5 ～ 6：コード No. 表示

LED1 ～ 4：データ表示

（コード No.00 ～ E7）

：コード No. と室内ユ ニ ッ ト No. を交互に
　表示

（コード No.E8 ～ FF）

※ 機種種別

上位　室内ユニットメーカー

H：三菱重工サーマルシステムズ

中位　機種母形

1：28 kW 母形

（1KSエンジンモデル）

2：56 kW 母形

（3Y・4Y エンジンモデル）

下位　室内ユニット接続対応

C：マルチ

※ 電源投入後、約 10 秒経過した場合、運転時間
表示モードに移行する。

▼

▼

▼

機種種別 ※ 室外ユニット容量

機種ｺｰﾄﾞ ﾒｲﾝｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

ｴﾝｼﾞﾝｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ I/F ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

1 秒

1 秒

1 秒

6. 基板メンテナンス機能
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各モードの機能と表示

エラーサイン（異常 LED）の表示内容

点滅は 10 回を１周期とする。（例：７回点滅 ･･･ 10 点滅のうち 7 回点滅し、3 回消灯）

モード 主な機能

モード LED

通常 メンテ設定中
チェックモード

（パソコンから設定）

運転時間表示 運転時間等を表示 消灯
赤 / 緑５回点滅 /

消灯繰返し
赤３秒点灯 / 消灯

繰返し

GHP
メンテナンス

モニタ 各種入出力データ表示 緑点灯
赤５回点滅 / 緑点灯

繰返し
赤３秒点灯 / 緑７秒

点灯繰返し

コマンド 運転 / 回転数などの指令 赤 / 緑点灯
赤 / 緑５回点滅 /
赤 / 緑点灯繰返し

－

チェック
記憶データ書換、
個別部品駆動

赤点灯
赤点灯 / 緑５回点滅

繰返し
－

スーパーリンク
スーパーリンク

複数系統自動アドレス設定

赤 / 緑点灯
異常 LED 点灯

室内ユ ニ ッ ト LED 点灯
－ －

異常発報中 ：常時点滅 ↑ 表示優先順高

警報発報中 ：9 回点滅

注意報発報中 ：8 回点滅

異常待機中 ：7 回点滅

吐出回避中 ：5 回点滅

高圧回避中 ：４回点滅

エンジン水温回避中 ：３回点滅

低圧回避中 ：２回点滅

灯消：時常正 ↓ 表示優先順低
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各モードの切換え方法

注）

以下の場合には、チェックモード / スーパーリンク設定モードへの変更不能。

（１）電源投入後、約 20 秒経過していない場合

（２） メンテチェッカー / ガス会社遠隔監視接続中

（３） リモコン運転中

（４） エンジン運転中

（５） 熱交換器ファン・ウォータポンプ運転中

チェックモード中にメンテチェッカーを接続した場合、基板メンテナンス機能の表示は運転時間に切換わる

が、チェックモードは継続する。（チェックモードはメンテチェッカーで解除可能。）

チェックモード/コマンドモード中に遠隔監視を接続した場合、モードは解除されて運転時間表示モードに戻

る。

 GHP メンテナンスモード中に 10 分間何もスイッチ操作をしない場合、運転時間表示モードに戻る。

スーパーリンク設定モード中は、メンテチェッカー / ガス会社遠隔監視の接続は不可。

子機確定時、スーパーリンク設定モードへの変更不能。

運転時間表示モード モニタモード

チェックモード

コマンドモード

GHPメンテナンスモード

スーパーリンク設定モード 複数系統自動アドレス表示モード

スーパーリンクモード

: モードスイッチ１秒押下

: セットスイッチ＋クリアスイッチ同時２秒押下

: 室内ユニット選択スイッチ 1 秒押下
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2) モード別コード一覧表

 GHP メンテナンスモード

考備クッェチドンマコタニモ能　機.oNドーコ

●○10 ※1 コマンドモードでは自動アドレス
中の室内ユニット配線換えのみ可

○○転運ンウダプンポ房冷30

○○転運ンウダプンポ房暖40

○○設定］き引空真［収回媒冷60

○○霜除制強70

●●転運試トッカネエ80
エコクーリングマットの試運転
モード

●認確ルアーュニリ90

●●填充水却冷ンジンエA0 ※1

11 エンジン実回転数（min-1 ●）

12 エンジン指示回転数（min-1 ●●） ※1 コード No.13、14 との同時
設定不可

13 みかけ回転数（min-1 ●●） ※1 コード No.12、14 との同時
設定不可

14 総みかけ回転数（10 min-1 ○○） ※1 コード No.12、13 との同時
設定不可

●●）pets（度開弁ルトッロス51 ※1

●●）pets（度開弁整調スガ料燃61 ※1

●）°1.0（角進火点ンジンエ71

●●）%（量流プンポターォウ81 ※1

●）W（量電発c1

●●動駆別個/態状力出ターエュチクア02 ※1

25 室外ユニットファンモータ 1 回転数 （min　）　　　　         -1 ※1 ● ※1

26 室外ユニットファンモータ 2 回転数 （min　）　　　         -1 ※1 ● ※1

●●）pets（度開弁整調却冷過82 ※1 ● ※1

29 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ● ● ※1 ● ※1

●●）pets（度開弁整調量流液交熱ブサA2 ※1 ● ※1

●●）pets（度開弁整調スパイバルイオc2 ※1 ● ※1

●態状避回御制数転回03

●態状避回御制弁動電13

●態状転運護保23

●33

●）aPM 10.0（1力圧圧高媒冷04

●）aPM 10.0（力圧圧低媒冷14

●）℃（度温当相1圧高媒冷24

●）℃（度温当相圧低媒冷34

●44

●）℃（度温口出ターレムュキア54

●64

○：親機のみ使用可、●：親機・子機共に使用可、◎：親機・子機共に使用可であるが、一部機能は子機使用不可

※1：メンテチェッカー、ガス会社遠隔監視接続中は使用不可（チェックモードは、全コード使用不可）

※2：室内ユニットアドレスは、下 2 桁のみ表示

圧縮機吸入温度（℃）

圧縮機 1 吐出温度（℃）

室外ユニット入力状態

室外ユニット熱交液流量調整弁開度（step）

●

● ●

●

室内ユニット配線換え/室外ユニット配線換え
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●）℃（度温出吐2圧縮機74

みの機応対ルアーュニリ●）aPM 10.0（2力圧圧高媒冷84

●）℃（度温スガ交熱ユニット外室94

●）℃（度温液交熱ユニット外室A4

●c4

●）℃（度温気外d4

●）℃（度温ムールンジンエ05

●）℃（度温水却冷ンジンエ15

みの機着装トッキ減低気臭●）℃（度温気排ンジンエ35

●）V 1.0（圧電タータス45

●）V 1.0（圧電タイナグイ55

●）V 1.0（圧電スンラトタータス65

●●）間時（間時転運ンジンエ06 ※1 チェックモードは 10 時間単位

●●）間時（間時検点期定回前16 ※1 チェックモードは 10 時間単位

●●）間時（間時転運1圧縮機26 ※1 チェックモードは 10 時間単位

●●）間時（間時転運2圧縮機36 ※1 チェックモードは 10 時間単位

66 スタータ交換時エンジン運転時間（時間） ● ● ※1 チェックモードは 10 時間単位

●●）回（数回停発タータス86 ※1 チェックモードは 100 回単位

●●）回（数回停発ンジンエ96 ※1 チェックモードは 100 回単位

●●）回（数回停発1圧縮機A6 ※1 チェックモードは 100 回単位

●●）回（数回停発2圧縮機b6 ※1 チェックモードは 100 回単位

※1

考備クッェチドンマコタニモ能　機.oNドーコ

○：親機のみ使用可、●：親機・子機共に使用可、◎：親機・子機共に使用可であるが、一部機能は子機使用不可

※1：メンテチェッカー、ガス会社遠隔監視接続中は使用不可（チェックモードは、全コード使用不可）

※2：室内ユニットアドレスは、下 2 桁のみ表示

済定設に時荷出●ドーコルアリシ07

済定設に時荷出●ドーコ種機17

済定設に時荷出●ドーコMEO27

済定設に時荷出●）チルマ（別種種機37

済定設に時荷出●）Wk 1.0（量容ユニット外室、形母ユニット外室47

済定設に時荷出●能機加付種機57

済定設に時荷出●ドーコ式型用視監隔遠77

78 メインマイコンプログラムバージョン ●

79 エンジンマイコンプログラムバージョン ●

●ンョジーバムラグロプンコイマFIA7

●●検点期定b7
定期点検時期確認 / 定期点検
リセット

●●トッセリ数回停発期時換交タータスE7
リモコン運転中、およびエン
ジン運転中はリセット不可

●ドーコ知予障故F7

）℃（度温口出交熱ブサ
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◎◎1チッイスプッィデMORPEE08 ※1

◎◎2チッイスプッィデMORPEE18 ※1

◎◎3チッイスプッィデMORPEE28 ※1

◎◎4チッイスプッィデMORPEE38 ※1

◎◎5チッイスプッィデMORPEE48 ※1

◎◎6チッイスプッィデMORPEE58 ※1

○）℃（値定設cT89

○）℃（値定設eT99

9A 暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値（step）

9b 暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度値設定（step）

○）pets（値定設標目CS内室房暖c9

9d 暖房ホットスタート高圧設定値（0.01 MPa） ○

A0 省エネ制御状態および一時停止 / 復帰指令

A1 室外ユニット間引き制御状態および一時停止 / 復帰指令 　

用認確作動の視監隔遠○○値正補度温縮凝の時房冷2A

用認確作動の視監隔遠○○値正補度温縮凝の時房暖3A

●）新最（1歴履常異0b

●）前回1（2歴履常異1b

●）前回2（3歴履常異2b

●）前回3（4歴履常異3b

●）前回4（5歴履常異4b

●）前回5（6歴履常異5b

●）前回6（7歴履常異6b

●）前回7（8歴履常異7b

●）前回8（9歴履常異8b

●）前回9（01歴履常異9b

●スレドア時置設結連0c

○）数台ユニット外室（数台続接時置設結連1c

○数台続接ユニット内室1d

●●スレドア視監隔遠社会スガcd ※1

○○定設制強度開弁張膨子電ユニット内室EE ※1 ※2

F1 室内ユニット間引き制御状態および　　　　　　　　　　  ○ ○ 遠隔監視の動作確認用

2※○置位モーサユニット内室4F

2※○）℃（度温サンセ体本ユニット内室5F

2※○）℃（度温ンコモリ6F

2※○）℃（度温間中ユニット内室7F

2※○度開実弁張膨ユニット内室8F

2※○ドーコンコモリ・.oNトッニユンコモリ9F

考備クッェチドンマコタニモ能　機.oNドーコ

○：親機のみ使用可、●：親機・子機共に使用可、◎：親機・子機共に使用可であるが、一部機能は子機使用不可

※1：メンテチェッカー、ガス会社遠隔監視接続中は使用不可（チェックモードは、全コード使用不可）

※2：室内ユニットアドレスは、下 2 桁のみ表示

一時停止 / 復帰指令

○

○

遠隔監視の動作確認用

遠隔監視の動作確認用○

○ ○

○
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スーパーリンクモード

2※○スレドア中集ユニット内室AF

2※○）Wk 1.0（量容ユニット内室bF

2※○）℃（度温管スガ交熱ユニット内室cF

2※○）℃（度温管液交熱ユニット内室dF

2※○）℃（度温込吸ユニット内室EF

FF 室内ユニット運転状態 / 個別運転設定 / 試運転設              ○ ○ ※1 ※2

考備クッェチドンマコタニモ能　機.oNドーコ

○：親機のみ使用可、●：親機・子機共に使用可、◎：親機・子機共に使用可であるが、一部機能は子機使用不可

※1：メンテチェッカー、ガス会社遠隔監視接続中は使用不可（チェックモードは、全コード使用不可）

※2：室内ユニットアドレスは、下 2 桁のみ表示

コード No. 機　能 新バージョン 旧バージョン 備考

みの示表態状○○態状信通クンリーパース03P

○始開スレドア動自統系数複13P

P32 複数系統自動アドレス　開始アドレス入力 ○

○力入数台続接　スレドア動自統系数複33P

○信送性極　スレドア動自統系数複43P

定設に後定設63P.oNドーコ○○1定設去消スレドアユニット内室53P

○○2定設去消スレドアユニット内室63P

○：親機のみ使用可
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3) 運転時間表示モード
運転時間表示モードは、システムの状態に従って下記の表示を行う。

通常時の表示

運転時間を 0.1 時間刻みで表示する。

スイッチ操作による機能は下表の通りである。

各スイッチの機能

容内示表態状のムテスシ

通常時（下記以外） エンジン運転時間

室内ユニット・室外ユニット接続確認中　　室内ユニット・室外ユニット登録進行状況

エンジン運転時間が 100,000 時間以上になった場合、100,000 時間を引いた時間が表示されます。

（例）　123456.7 時間の場合、23456.7 が表示される。

示表DEL7/能機チッイス

操作なし エンジン運転時間を表示（0.1 時間刻み）

UP スイッチ

押している間、異常状態（異常コード）を表示

（複数異常がある場合は、8 個まで順番に表示）

※ LED5・6：異常メインコード

※ LED1 ～ 3：異常サブコード

例）異常コード 80 - 0 通常異常の場合

異常コード 80 - 0 警報の場合

※ 子機の異常は、サブコードが +100 される

（80 - 0 → 80 - 100 表示）

※ 子機の待機は警報・注意報扱いで異常表示される

異常なしの場合

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

異常 ：中段 ―

LED4 表示

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

警報 ・ 注意報 ： 下段＿

LED4 表示

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

セグメント
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DOWN スイッチ

押している間、異常待機状態（異常コード）を表示

（複数異常がある場合は、8 個まで順番に表示）

表示内容は UP スイッチ押下時と同様

室内ユニット選択スイッチ

押している間、室内ユニット運転 / 停止状態を表示

※ LED1 ～ 5：室内ユニット運転 / 停止表示　運転時は点灯、停止時は消灯

上図の場合、室内ユニット20・22・23・24・25・27・

29・30・34・35・37 運転

※ LED6：表示室内ユニット群を示す

0：0 ～ 19、　2：20 ～ 39、　4：40 ～ 59、　6：60 ～ 63

室内ユニットが 20 台以下の場合、0 のみ表示

室内ユニットが 21 ～ 40 台の場合、0 → 2 → 0 の順に表示

室内ユニットが 41 ～ 60 台の場合、0 → 2 → 4 → 0 の順に表示

室内ユニットが 61 ～ 64 台の場合、0 → 2 → 4 → 6 → 0 の順に表示

※ n：LED6 表示 × 10（上図の場合は 2 × 10 ＝ 20）

※ 室内ユニットNo. は、室外ユニット登録順

モード選択スイッチ
モードの切換え

1 秒押しによりモニタモードへ移行

クリアスイッチ 機能なし

セットスイッチ

押している間、出力状態を 7 セグメントLED にて表示
ON している機器に対応するセグメントが点灯　LED6 は「o」表示

チッイス

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

18 ＋ n 2 ＋ n

0 ＋ n

1 ＋ n

3 ＋ n
15 ＋ n

運転 / 停止状態

LED6 LED5 LED4

LED3 LED2 LED1

ファンモータ1

ファンモータ2

排気ドレンヒータ1,2

アキュムレータバイパス弁

エンジン側
出力許可

容量電磁弁3

ウォータポンプ

スタータ

スタータ
トランス

燃料ガス
電磁弁1

メイン側
出力許可

ホットガス
バイパス弁

　　圧縮機
クラッチ2

圧縮機
ヒータ1,2

エンジンオイル
パンヒータ

燃料ガス電磁弁2

点火回路
ドライブ信号

四方切換弁

容量電磁弁1

容量電磁弁2

示表DEL7/能機 セグメント

室内ユニット 室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット
室内ユニット

室内ユニット群 室内ユニット
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※ LED の状態と図上のセグメント色の対応は以下の通り（全機能共通）

室内・室外ユニット接続確認中

室内・室外ユニット接続確認中は、下記の流れに従って室内・室外ユニット接続確認の進行状況を表示する。

※ UP/DOWN スイッチによる異常表示は、「■通常時の表示」と同様に可能。

１）室内ユニット接続確認中

※ 室内ユニット接続確認が終了すると、自動的に 2）室外ユニット接続確認中に移行する。

２）室外ユニット接続確認中

※ 室外ユニット接続確認が終了すると、下記の状態になる。

アドレス記憶済の場合には、自動的に 4）接続状態確定表示に移行する。

アドレス未記憶の場合には、自動的に 3）作業者接続確認に移行する。

３）作業者接続確認

室内ユニットの接続が有る場合には親機候補となり、下記の表示となる。

UP スイッチ＋
クリアスイッチ

同時押し

異常リセット
同時 1 秒押しにより発生中の異常を解除し、以下の表示を行う

点灯

点滅

消灯 無表示または

チッイス

LED6 LED5 LED4 LED3 LED2 LED1

自動ア ド レ ス中 自動ア ド レ ス開始か ら の経過時間 （0.1 分刻み）

P ： 親機、 c ： 子機、 － ：未確定

　 　（未記憶の場合は点滅）

0 ：

1 ：

2 ： 作業者接続確認

3 ： 接続状態確定表示

▼▼
交互表示

接続台数

（接続台数が 1台の場合には子機なし）

接続台数

示表DEL7/能機 セグメント

室内ユニット 室外ユニット

室内ユニット接続確認中

室外ユニット接続確認中
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室内ユニットの接続がない場合には子機候補となり、下記の表示となる。

※ この時、親機のセットスイッチを 2 秒押すと、親機および接続子機共に 4）接続状態確定表示へ移行する。

（セットスイッチを押す前に、必ず接続状態を確認すること）

４）接続状態確定表示

親機で確定した場合は、下記の表示となる。

子機で確定した場合は、下記の表示となる。

※ 確定表示は 10 秒後にエンジン運転時間表示へ移行する。

自動アドレス中の異常

自動アドレス中には、以下の異常を検出する。

異常が検出された場合は、下記の表示となる。

子機ア ド レ スア ド レ ス

▼▼
交互表示

接続台数 接続台数

（接続台数が 1台の場合には子機なし）

ア ド レ ス 子機ア ド レ ス

容内常異ドーコ常異

3-0 室内ユニット未接続、室内ユニット台数アンマッチ

4-1 室外ユニット間通信異常 2（連結設置時自動アドレス異常）

4-2 室外ユニット間通信異常 3（連結設置時親子機種アンマッチ）

4-3 室外ユニット間通信異常 4（連結設置時記憶データ異常）

4-4 室外ユニット間通信異常 5（連結設置時子機接続台数不足）

4-5 室外ユニット間通信異常 6（連結設置時自動アドレス時間オーバー）

異常コード異常

室内ユニット 室外ユニット
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4) モニタモード

モニタモードは各入出力状態・温度データおよび運転時間などの記憶データをモニタするモードである。

UP/DOWN スイッチによりコード No. を選択して使用する。

使用可能コード No. については、

各スイッチの機能

容内示表DELトンメグセ７・能機チッイス

UP スイッチ
コード No. の変更。コード No. アップ。

（00 → 01 → ･･･ → 7A → 7b → ･･･ → FE → FF → 00 → ･･･ ）

DOWN スイッチ
コード No. の変更。コード No. ダウン。

（FF → FE → ･･･ → 54 → 53 → ･･･ → 01 → 00 → FF → ･･･ ）

室内ユニット選択スイッチ

室内ユニットの選択。（室内ユニット登録順をアップ。コード No.E8 ～ FF。）

（登録の一番早い室内ユニット → ･･･ → 一番遅い室内ユニット → 一番 

早い室内ユニット →　･･･ ）

モード選択スイッチ モードの切換え。1 秒押しによりコマンドモードに移行

クリアスイッチ 使用しない。

セットスイッチ 使用しない。

セットスイッチ＋
クリアスイッチ

同時押し

モードの切換え。同時 2 秒押しによりチェックモードに移行

※ 切換条件については、

6-109ページ以降の  「モード別コード一覧表」参照。

6-108ページの「各モードの切換え方法」参照。
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5) コマンドモード

コマンドモードは、GHP 運転中にエンジン指示回転数など機器の運転状態の一部を変更し、システムとし

ての動作チェックを行うモードである。通常下記の手順により使用する。

１． コマンド選択

１）UP/DOWN スイッチによりコード No. を選択。室内ユニット選択スイッチにより室内ユニットを選択。

２）セットスイッチにより 2．コマンド設定中に移行。

２． コマンド設定中

１）UP/DOWN スイッチ、セットスイッチにより設定データを変更。

２）セットスイッチによりコマンド処理を確定。確定後は 1．コマンド選択へ移行。

※ 下線の項目は、コード No. によって不要となる場合がある。

※ 使用可能コード No. については、

各スイッチの機能

容内示表DELトンメグセ７・能機チッイス

UP スイッチ

1．コマンド選択

コード No. の変更。コード No. アップ。

（00 → 01 →･･･→ 7A → 7b →･･･→ FE → FF → 00 →･･･）

2．コマンド設定中

規定値の変更。規定値アップ。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

DOWN スイッチ

1．コマンド選択

コード No. の変更。コード No. ダウン。

（FF → FE →･･･→ 54 → 53 →･･･→ 01 → 00 → FF →･･･）

2．コマンド設定中

規定値の変更。規定値ダウン。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

室内ユニット選択スイッチ

1．コマンド選択、2．コマンド設定中

室内ユニットの選択。（室内ユニット登録順をアップ。コード No.E8 ～ FF。）

（登録の 1 番早い室内ユニット→･･･→ 1 番遅い室内ユニット→全室内ユ

ニット一括→1 番早い室内ユニット→･･･）

モード選択スイッチ
1．コマンド選択、2．コマンド設定中

モードの切換え。1 秒押しにより運転時間表示モードに移行

クリアスイッチ

2．コマンド設定中

設定データのキャンセル。

（2．コマンド設定中 → １．コマンド選択への移行）

セットスイッチ

1．コマンド選択

コマンド設定開始。

（1．コマンド選択 → 2．コマンド設定中への移行）

2．コマンド設定中

コマンド設定中の設定桁変更。

設定データの確定。

（2．コマンド設定中 → １．コマンド選択への移行）

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

UP スイッチ＋

DOWN スイッチ

同時押し

2．コマンド設定中

強制設定 / 自動設定の切換え。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

6-109ページ以降の「モード別コード一覧表」参照。



6-119

6) チェックモード

チェックモードは、運転時間など各種記憶データの書換えや各部品の動作チェックを行うモードである。

通常下記の手順により使用する。

１． コマンド選択

１）UP/DOWN スイッチによりコード No. を選択。室内ユニット選択スイッチによりディップス

イッチ番号などを選択。

２）セットスイッチにより 2．コマンド設定中に移行。

２． コマンド設定中

１）UP/DOWN スイッチ、セットスイッチにより設定データを変更。

２）セットスイッチによりコマンド処理を確定。確定後は 1．コマンド選択へ移行。

３． コマンドの反映

モードスイッチ 1 秒押下で運転時間表示モードに変更後、電源再投入で設定反映。

※ 下線の項目は、コード No. によって不要となる場合がある。

※ 使用可能コード No. については、

各スイッチの機能

容内示表DELトンメグセ７・能機チッイス

UP スイッチ

1．コマンド選択

コード No. の変更。コード No. アップ。

（00 → 01 →･･･→ 7A → 7b →･･･→ FE → FF → 00 →･･･）

2．コマンド設定中

規定値の変更。規定値アップ。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

DOWN スイッチ

1．コマンド選択

コード No. の変更。コード No. ダウン。

（FF → FE →･･･→ 54 → 53 →･･･→ 01 → 00 → FF →･･･）

2．コマンド設定中

規定値の変更。規定値ダウン。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

室内ユニット選択スイッチ

1．コマンド選択

ディップスイッチ番号などの切換え。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

モード選択スイッチ
1．コマンド選択、2．コマンド設定中

モードの切換え。1 秒押しにより運転時間表示モードに移行

クリアスイッチ

2．コマンド設定中

設定データのキャンセル。

（2．コマンド設定中 → １．コマンド選択への移行）

セットスイッチ

1．コマンド選択

コマンド設定開始。

（1．コマンド選択 → 2．コマンド設定中への移行）

2．コマンド設定中

コマンド設定中の設定桁変更。

設定データの確定。

（2．コマンド設定中 → １．コマンド選択への移行）

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

UP スイッチ＋

DOWN スイッチ

同時押し

2．コマンド設定中

強制設定 / 自動設定の切換え。

※ 詳細は各コード No. 別に、6-120ページ以降の「操作方法・表示内容」参照。

6-109ページ以降の「モード別コード一覧表」参照。
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7) 操作方法・表示内容
GHP メンテナンスモードにおいて、モード / コード No. 選択後のコード No. 毎の操作を以下に示す。

コード No.
および機能

操作方法・表示内容

01

配線換え
設定

チェックモード

室内ユニットの配線換え（自動アドレス消去）または、室外ユニットの配線換えを行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）

コマンド選択（初期表示）

室内ユニット選択スイッチによる切換え　　

→ 
←

↓ セットスイッチ 0.5 秒押し

コマンド設定中

※ クリアスイッチによりコマンド選択に移行可。

↓ セットスイッチ 2 秒押し

コマンド選択に戻る（設定完了） 配線換え設定処理　完了

「End」表示は、他のコマンドに変更するか、
室内 / 室外ユニットの切換えを行うことにより消
える

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 配線換え設定処理　反映完了

※ 配線換え終了後は、室内外ユニット電源再投入により接続確認を行う。

・

室内ユニット配線換設定方法

室内ユニット配線換え 室外ユニット配線換え
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コード No.
および機能

操作方法・表示内容

03

冷房ポンプ
ダウン運転

04

暖房ポンプ
ダウン運転

モニタモード

冷房ポンプダウン運転（コード No.03）・暖房ポンプダウン運転（コード No.04）の状態が表示

される。

運転モード：冷房、状態：ポンプダウン中の場合

運転モード

C：冷房

H：暖房

状態

Pd ：ポンプダウン中

oFF：ポンプダウン OFF

運転モード：暖房、状態：ポンプダウン OFF 中の場合

コマンドモード

冷房ポンプダウン運転（コード No.03）・暖房ポンプダウン運転（コード No.04）の運転設定を

行う。この設定により、室外ユニットのアクチュエータが冷/暖房ポンプダウン運転モードとなる。

※ 冷房ポンプダウン運転は、「冷房・運転時制御中」のみ設定可能。

※ 暖房ポンプダウン運転は、「暖房・運転時制御中」のみ設定可能。

（例）冷房ポンプダウン運転の設定方法

コマンド選択（初期表示）

冷房ポンプダウン OFF　⇒ ON　の場合 冷房ポンプダウン ON　⇒　OFF の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

※ クリアスイッチによりコマンド選択に移行可。

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　冷房ポンプダウン運転設定　完了

冷房ポンプダウン運転を開始する。 冷房ポンプダウン運転を中止する。

運転モード 状態
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操作方法・表示内容

06

冷媒回収
[ 真空引き ]

設定

モニタモード

冷媒回収 [ 真空引き ] 設定の状態が表示される。

冷媒回収設定中の場合

冷媒回収 [ 真空引き ] 表示

常に V を表示

状態

rtn ：冷媒回収設定中

oFF：冷媒回収設定 OFF

冷媒回収設定 OFF の場合

コマンドモード

冷媒回収 [ 真空引き ] の設定を行う。

※ 冷媒回収 [ 真空引き ] は、 」「システム停止中（室外ユニット停止、かつ全リモコン OFF）

のみ設定可能。設定後は室外ユニット運転禁止となる。

冷媒回収（真空引き）運転の設定方法

コマンド選択（初期表示）

合場の除解定設　⇒　中定設合場の定設　⇒　FFO定設

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

→ 
←

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　冷媒回収（真空引き）設定　完了

冷媒回収 [ 真空引き ] 状態となる。 冷媒回収 [ 真空引き ] 設定を解除する。

冷媒回収 状態

コード No.
および機能
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07

強制除霜

モニタモード

強制除霜の状態が表示される。

強制除霜中の場合

除霜表示

常に ｄ を表示

状態

Frc ：強制除霜中

oFF：強制除霜 OFF

強制除霜 OFF の場合

コマンドモード

強制除霜の設定を行う。

※ 強制除霜は、標準仕様の一台設置機で、「暖房・運転制御中」のみ設定可能。

強制除霜の設定方法

コマンド選択（初期表示）

強制除霜 OFF　⇒　強制除霜の場合 強制除霜中　⇒　強制除霜中止の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

→ 
←

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　強制除霜設定　完了

。るす止中を霜除制強。るす始開を霜除制強

操作方法・表示内容

状態除霜

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

08

エネカット
試運転

モニタモード

エネカット試運転の状態が表示される。

エネカット試運転中の場合

エネカット表示

常に E を表示

状態

tSt ：エネカット試運転中

oFF：エネカット試運転 OFF

エネカット試運転 OFF の場合

コマンドモード

エネカット試運転の設定を行う。

※ エネカット試運転は、「システム停止中（室外ユニット停止、かつ全リモコン OFF）」のみ設定可能。

エネカット試運転中に室外ユニットが運転された場合は、エネカット試運転を終了する。

エネカット試運転の設定方法

コマンド選択（初期表示）

試運転 OFF　⇒　試運転開始の場合 試運転中　⇒　試運転中止の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

→ 
←

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　エネカット試運転設定　完了

エネカット試運転を開始する。 エネカット試運転を中止する。

※ エネカット試運転は、10 分で自動的に終了する。

エネ カ ッ ト 状態

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

09

リニュー
アル確認

モニタモード

リニューアル設定状態が表示される。

標準の場合

状態

Stｄ ：標準

rEn ：リニューアル

リニューアルの場合

状態

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

OA

エンジン
冷却水充填

モニタモード

エンジン冷却水充填状態が表示される。

エンジン冷却水充填中の場合

エンジン冷却水充填状態

on ：エンジン冷却水充填中

oFF：エンジン冷却水充填 OFF

エンジン冷却水充填 OFF 中の場合

チェックモード

エンジン冷却水充填設定を行う。この設定により、室外ユニットのウォータポンプが 5 分間動作する。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

水充填の設定方法

コマンド選択（初期表示）

充填 OFF　⇒　充填開始の場合 充填中　⇒　充填中止の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

※ クリアスイッチによりコマンド選択に移行可。

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　エンジン冷却水充填設定　完了

エンジン冷却水充填を開始する。 エンジン冷却水充填を中止する。

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 エンジン冷却水充填設定処理　反映完了

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

11

エンジン
実回転数

モニタモード

エンジンの実回転数が表示される。

エンジン実回転数が 1,242 min-1 の場合

12

エンジン
指示回転数

モニタモード

エンジンの指示回転数（コード No.12）が表示される。

エンジン指示回転数が 1,200 min-1 の場合

コマンドモード

エンジンの指示回転数（コード No.12）の強制設定 / 自動設定（強制設定解除）を行う。

（例）エンジン回転数の設定方法

コマンド選択（初期表示）

自動運転中の場合
強制設定中（2,200 min-1 ⇒ 2,050 min-1）
の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→ 
←

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
UP/DOWN スイッチによる
データ変更

（50 min-1刻みでの変更）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　 エンジン回転数設定　完了

表示は点灯となり、強制設定が完了する。表示は点灯となり、自動設定が完了する。

※ 強制設定は、10 分経過後に自動的に解除される。

※ エンジン停止時は設定不能。

※ エンジン指示回転数（コード No.12）・みかけ回転数（コード No.13）・総みかけ回転数

（コード No.14）は、どれか 1 つのみ強制設定可能。

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

13

みかけ
回転数

モニタモード

みかけ回転数（コード No.13）が表示される。

みかけ指示回転数が 1,200 min-1 の場合

コマンドモード

みかけ回転数（コード No.13）の強制設定 / 自動設定（強制設定解除）を行う。

（例）みかけ回転数の設定方法

コマンド選択（初期表示）

自動運転中の場合
強制設定中（2,200 min-1 ⇒ 2,050 min-1）
の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→ 
←

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
UP/DOWN スイッチによる
データ変更

（1 min-1刻みでの変更）
長押しで連続的に変化
0.1～1秒：1 min-1単位
1～3秒：10 min-1単位
3秒以上：100 min-1単位
変化時の下位桁は0となる。

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　みかけ回転数設定　完了

※ 強制設定は、10 分経過後に自動的に解除される。

※ エンジン停止時は設定不能。

※ エンジン指示回転数（コード No.12）・みかけ回転数（コード No.13）・総みかけ回転数

（コード No.14）は、どれか 1 つのみ強制設定可能。

コード No.
および機能

表示は点灯となり、強制設定が完了する。表示は点灯となり、自動設定が完了する。
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操作方法・表示内容

14

総みかけ
回転数

モニタモード

総みかけ回転数 /10 が表示される。

総みかけ回転数が 10,350 min-1 の場合

コマンドモード

総みかけ回転数の強制設定 / 自動設定（強制設定解除）を行う。

総みかけ回転数の設定方法

コマンド選択（初期表示）

自動運転中の場合
強制設定中（9,000 min-1 ⇒ 10,450 min-1）
の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→ 
←

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
UP/DOWN スイッチによる
データ変更

（50 min-1 刻みでの変更）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　総みかけ回転数設定　完了

※ 総みかけ回転数 /10 が表示される。

※ 強制設定は、10 分経過後に自動的に解除される。

※ エンジン停止時は設定不能。

※ エンジン指示回転数（コード No.12）・みかけ回転数（コード No.13）・総みかけ回転数

（コード No.14）は、どれか 1 つのみ強制設定可能。

コード No.
および機能

表示は点灯となり、強制設定が完了する。表示は点灯となり、自動設定が完了する。
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操作方法・表示内容

15

スロットル
弁開度

16

燃料ガス
調整弁開度

モニタモード

スロットル弁開度（コード No.15）・燃料ガス調整弁開度（コード No.16）が表示される。

燃料ガス調整弁開度が 238 step の場合

チェックモード

スロットル弁開度（コード No.15）・燃料ガス調整弁開度（コード No.16）の強制設定を行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）スロットル弁開度の設定方法

コマンド選択（初期表示）

合場の）pets 492⇒pets 011（中定設制強合場の中転運動自

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

コード No.
および機能
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（続き）

15

スロットル
弁開度

16

燃料ガス
調整弁開度

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　スロットル弁開度設定　完了

。るす了完が定設制強。るす了完が定設動自

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 スロットル弁開度設定　反映完了

17

エンジン
点火進角

モニタモード

エンジン点火進角が表示される。

エンジン点火進角が 8.6° の場合

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

18

ウォータ
ポンプ流量

モニタモード

ウォータポンプ流量が表示される。

ウォータポンプ流量が 80 % の場合

チェックモード

ウォータポンプ流量の強制設定を行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

ウォータポンプ流量設定方法

コマンド選択（初期表示）

合場の）％49⇒% 001（中定設制強合場の中転運動自

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

コード No.
および機能
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（続き）

18

ウォータ
ポンプ流量

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　ウォータポンプ流量設定　完了

。るす了完が定設制強。るす了完が定設動自

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 ウォータポンプ流量設定　反映完了

※ 強制設定は、10 分経過後に自動的に解除される。

1c

発電量

モニタモード

発電量が表示される。

発電量が 580 W の場合

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

20

アクチュ
エータ

出力状態 /
個別駆動

モニタモード

アクチュエータ出力状態が表示される。

出力 3（スタータトランス）ON の場合

出力状態
on：出力 ON

oF：出力 OFF

出力 12（四方切換弁）OFF の場合

※ 表示されるアクチュエータ出力の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを

ON する毎に「出力 1」→「出力 2」→・・・→「出力 20」→「出力 1」→・・・のように切換わる。

※ 出力 No. －出力対応表（モニタモード・チェックモード共同じ）

出力 No. 出力名 出力 No. 出力名

1 メイン側出力許可 11 ホットガスバイパス弁

2 エンジン側出力許可 12 四方切換弁

3 スタータトランス 13 容量電磁弁 1

4 燃料ガス電磁弁 1 14                   圧縮機ヒータ 1・2

5 燃料ガス電磁弁 2 15 エンジンオイルパンヒータ　※1

6 スタータ 16 排気ドレンヒータ 1・2　※1

－71号信ブイラド路回火点7

8 － 18                               －

9                    －                             19 アキュムレータバイパス弁

－022弁磁電量容01

※1 ヒータキット装着機のみ

コード No.
および機能
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20

アクチュ
エータ

出力状態 /
個別駆動

チェックモード

※ スタータ駆動させる場合は、『①メイン側出力許可』・『②エンジン側出力許可』・『③スタータ

トランス』を順番に ON にしてから『⑥スタータ』を ON にする。

※ ガス電磁弁を駆動させる場合は、『①メイン側出力許可』・『②エンジン側出力許可』を順番に

ON にしてから『④⑤燃料ガス電磁弁』を ON にする。

アクチュエータの単独強制駆動を行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）スタータ強制駆動方法

コマンド選択（初期表示）　　　指定された No. の出力状態を表示

↓ 室内ユニット選択スイッチ 5 回 ON

コマンド選択　　　スタータ選択

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる ON/OFF 変更

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　スタータ強制駆動設定　完了

。るすNO力出タータス。るすFFO力出タータス

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 スタータ強制駆動設定　反映完了

※ 強制設定は、3 分経過後に自動的に解除される。（ただし、スタータは 5 秒後に解除）

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

25

　室外ユニット
ファン

モータ 1
回転数

26

ファン
モータ 2
回転数

モニタモード

室外ユニットファンモータ 1 回転数（コード No.25）・室外ユニットファンモータ 2 回転数

（コード No.26）が表示される。

室外ユニットファンモータ 2 回転数が 628 min-1 の場合

コマンドモード・チェックモード

室外ユニットファンモータ 1 回転数（コード No.25）・室外ユニットファンモータ 2 回転数

の強制設定を行う。（1,200 min-1 まで設定可能）

チェックモードでは、ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）室外ユニット ファンモータ 1 回転数設定方法

コマンド選択（初期表示）

自動運転中の場合
強制設定中（1,155 min-1 ⇒ 898 min-1）の
場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

コード No.
および機能

（コード No.26）

　室外ユニット
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25

ファン
モータ 1
回転数

26

ファン
モータ 2
回転数

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　

。るす了完が定設制強。るす了完が定設動自

≪チェックモードのみ≫

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映

※ 強制設定は、10 分経過後に自動的に解除される。

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能

　室外ユニット

　室外ユニット

室外ユニットファンモータ1回転数設定　　完了

室外ユニットファンモータ1回転数設定　 反映完了
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操作方法・表示内容

28

過冷却
調整弁開度

29

室外ユニット
熱交液流量
調整弁開度

2A

サブ熱交
液流量

調整弁開度

2c

オイル
バイパス

調整弁開度

モニタモード

サブ熱交液流量調整弁開度が 432 step の場合

コマンドモード・チェックモード

チェックモードでは、ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）

コマンド選択（初期表示）

合場の）pets 723⇒pets 011（中定設制強合場の中転運動自

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

コード No.
および機能

過冷却調整弁開度（コード No.28）・室外ユニット熱交液流量調整弁開度（コード No.29）・サブ
熱交液流量調整弁開度（コード No.2A）・オイルバイパス調整弁開度（コード No.2c）が表示される。

過冷却調整弁開度（コード No.28）・室外ユニット熱交液流量調整弁開度（コード No.29）・

サブ熱交液流量調整弁開度（コード No.2A）・オイルバイパス調整弁開度（コード No.2c）の強

制設定を行う。（0 ～ 500 step の間で設定可能）

室外ユニット熱交液流量調整弁開度の設定方法
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28

過冷却
調整弁開度

29

2A

サブ熱交
液流量

調整弁開度

2c

オイル
バイパス

調整弁開度

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）

。るす了完が定設制強。るす了完が定設動自

※ コマンドモードの場合、強制設定は 10 分経過後に自動的に解除される。

≪チェックモードのみ≫

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能

室外ユニット
熱交液流量
調整弁開度 室外ユニット熱交液流量調整弁開度設定　完了

室外ユニット熱交液流量調整弁開度設定　反映完了
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操作方法・表示内容

30

回転数制御
回避状態

モニタモード

みかけ回転数回避状態が ON/OFF 表示される。

冷媒高圧回避中の場合

みかけ回転数回避状態
on：回避中

oF：回避なし

エンジン水温回避なしの場合

※ 表示されるみかけ回転数回避状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッ

チをON する毎に「冷媒高圧回避」 →「冷媒低圧回避」 → ・・・ →「エンジン水温回避」 →

「冷媒高圧回避」 → ・・・のように切換わる。

※ みかけ回転数回避状態対応表

名避回.oN避回

みかけ回転数回避 1 冷媒高圧回避

みかけ回転数回避 2 冷媒低圧回避

みかけ回転数回避 3 　 圧縮機吐出温度回避

－4避回数転回けかみ

みかけ回転数回避 5 冷媒高圧緊急回避

－6避回数転回けかみ

－7避回数転回けかみ

みかけ回転数回避 8 エンジン水温回避

31

電動弁制御
回避状態

モニタモード

電動弁回避状態が ON/OFF 表示される。

サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避中の場合

電動弁回避状態
on：回避中

oF：回避なし

室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度回避なしの場合

※ 電動弁回避状態対応表

名避回.oN避回

避回止防結凍弁整調量流液交熱ブサ1避回弁動電

電動弁回避 2　　　　　　　　室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度回避

－3避回弁動電

－4避回弁動電

コード No.
および機能

※ 表示される電動弁回避状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON

する毎に「サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避」 → 「室外ユニット熱交液流量調整弁吸入温度

回避」 → 「－」 → 「－」 → 「サブ熱交液流量調整弁凍結防止回避」 →・・・のように切換わる。
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高圧スイッチ1，2（圧縮機）

32

保護運転
状態

モニタモード

保護運転状態が ON/OFF 表示される。

圧縮機保護制御中の場合

保護運転状態
on：保護運転中

oF：保護運転なし

除霜運転なしの場合

※ 表示される保護運転状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON

する毎に「圧縮機保護制御」  → 「－」 → ・・・ → 「－」 → 「除霜運転」 → 「圧縮機

保護制御」 → ・・・のように切換わる。

※ 保護運転状態対応表

名転運護保.oN転運護保

保護運転 1　　　　　　　　　　圧縮機保護制御

－2転運護保

－3転運護保

－4転運護保

－5転運護保

－6転運護保

－7転運護保

転運霜除8転運護保

33

室外ユニット
入力状態

モニタモード

室外ユニット入力状態が ON/OFF 表示される。

ガス電磁弁出力モニタ ON の場合

室外ユニット入力状態
on：入力 ON

oF：入力 OFF

高圧スイッチ 1 入力 OFF の場合

※ 室外ユニット入力状態対応表

室外ユニット入力名.oN力入

チッイス圧油ンジンエ

　　　　　　　　　　　　　　高圧スイッチ 3（リニューアル対応機のみ）

タニモ力出2・1弁磁電スガ

操作方法・表示内容
コード No.
および機能

室外ユニット入力 1

室外ユニット入力 2

室外ユニット入力 3

室外ユニット入力 4

※ 表示される室外ユニット入力状態の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッ

    チを ON する毎に「エンジン油圧スイッチ」 → ・・・ → 「高圧スイッチ 1，2圧縮機」

     → 「エンジン油圧スイッチ」 → ・・・のように切換わる。
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操作方法・表示内容

40

冷媒
高圧圧力 1

モニタモード

高圧センサ 1 の値が表示される。

冷媒高圧圧力 1 が 1.96 MPa の場合

41

冷媒
低圧圧力

モニタモード

低圧センサの値が表示される。

冷媒低圧圧力が 0.32 MPa の場合

42

43

44

45

46

47

49

4A

4c

4d

50

51

モニタモード

選択された温度が表示される。（下記のコード No. 対応表参照）

圧縮機吸入温度 1 が 12 ℃の場合

エンジンルーム温度が -5 ℃の場合

※ コード NO. 対応表（コード No. 一覧表より抜粋）

名ターデ度温.oNドーコ

）℃（度温当相1圧高媒冷24

）℃（度温当相圧低媒冷34

）℃（度温入吸圧縮機44

）℃（度温口出ターレムュキア54

）℃（度温出吐1圧縮機64

）℃（度温出吐2圧縮機74

）℃（度温スガ交熱ユニット外室94

）℃（度温液交熱ユニット外室A4

）℃（度温口出交熱ブサc4

）℃（度温気外d4

）℃（度温ムールンジンエ05

）℃（度温水却冷ンジンエ15

コード No.
および機能
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48

冷媒
高圧圧力 2

（リニューア
ル対応機
のみ）

モニタモード

高圧センサ 2 の値が表示される。

冷媒高圧圧力 2 が 2.53 MPa の場合

53

エンジン
排気温度

（臭気低減
仕様のみ）

モニタモード

エンジン排気温度が表示される。

エンジン排気温度が 579 ℃の場合

54

スタータ
電圧

モニタモード

スタータ電圧が表示される。

スタータ電圧が 8.7 V の場合

55

イグナイタ
電圧

モニタモード

イグナイタ電圧が表示される。

イグナイタ電圧が 13.1 V の場合

56

スタータ
トランス

電圧

モニタモード

スタータトランスの電圧が表示される。

スタータトランス電圧が 10.7 V の場合

操作方法・表示内容
コード No.
および機能



6-144

操作方法・表示内容

60

エンジン
運転時間

61

前回定期
点検時間

62

圧縮機 1
運転時間

63

圧縮機 2
運転時間

66

スタータ
交換時

エンジン
運転時間

モニタモード

圧縮機 1 運転時間が 17,824 時間の場合

交互表示

→
←

チェックモード

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）エンジン運転時間設定方法

コマンド選択

2,345 時間　⇒　14,970 時間に変更する場合

10 時間未満は切捨てて表示

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

10,000 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

1,000 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

100 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

コード No.
および機能

エンジン運転時間（コード No.60）・前回定期点検時間（コード No.61）・圧縮機 1 運転時間

（コード No.62）・圧縮機 2 運転時間（コード No.63）・スタータ交換時エンジン運転時間

（コード No.66）が 1 時間単位で表示される。

（999,999 時間まで表示可能）

エンジン運転時間（コード No.60）・前回定期点検時間（コード No.61）・圧縮機 1 運転時間

（コード No.62）・圧縮機 2 運転時間（コード No.63）・スタータ交換時エンジン運転時間

（コード No.66）の強制設定を 10 時間単位で行う。

（99,990 時間まで設定可能）
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60

エンジン
運転時間

61

前回定期
点検時間

62

圧縮機 1
運転時間

63

圧縮機 2
運転時間

66

スタータ
交換時

エンジン
運転時間

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

10 時間の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　エンジン運転時間設定　完了

強制設定が完了する。

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 エンジン運転時間設定　反映完了

操作方法・表示内容

・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

68

スタータ
発停回数

69

エンジン
発停回数

6A

圧縮機 1
発停回数

6b

圧縮機 2
発停回数

モニタモード

スタータ発停回数が 254,019 回の場合

交互表示

→
←

チェックモード

（例）

コマンド選択

123,456 回　⇒　50,000 回に変更する場合

100 回未満は切捨てて表示

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

100,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

10,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

1,000 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（点滅桁が→へ移動）

コード No.
および機能

スタータ発停回数（コード No.68）・エンジン発停回数（コード No.69）・圧縮機 1 発停回数

（コード No.6A）・圧縮機 2 発停回数（コード No.6b）が 1 回単位で表示される。

スタータ発停回数（コード No.68）・エンジン発停回数（コード No.69）・圧縮機 1 発停回数

（コード No.6A）・圧縮機 2 発停回数（コード No.6b）の強制設定を 100 回単位で行う。

（999,900 回まで設定可能）

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

圧縮機1発停回数設定方法
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68

69

6A

6b

100 回の桁点滅

↓ 点滅桁データの UP/DOWN スイッチによる変更（桁上り、桁下りあり）

↓ セットスイッチ ON（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　

強制設定が完了する。

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映

70

シリアル
コード

モニタモード

シリアルコードの上位 4 桁と下位 4 桁が交互に表示される。

シリアルコードが A105CF82 の場合

交互表示

→
←

71

機種コード

モニタモード

機種コードが LED2・1 に表示される。

F1 の場合

操作方法・表示内容

・

コード No.
および機能

圧縮機1発停回数設定　 完了

圧縮機1発停回数設定　 反映完了
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操作方法・表示内容

72

OEM
コード

モニタモード

OEM コードが LED1 に表示される。

MHI ブランド /MHI 室内ユニットの場合

※OEM コード対応表

OEM コード 対応ブランド / 室内ユニット

A-J アイシンブランド /MHI 室内ユニット

ユニット内室IHM/ドンラブIHMJ-J

73

機種種別

モニタモード

機種種別が LED1 に表示される。

三菱重工サーマルシステムズ室内ユニット対応　マルチの場合

※ 機種種別対応表

機種種別コード（上位）対応室内ユニットメーカー 機種種別コード（下位） 機種種別

H シングル（設定無し）A三菱重工サーマルシステムズ

S マルチ（設定無し）

マルチ

b

c

74

室外ユニッ
ト母形、
室外ユニッ
ト容量

モニタモード

室外ユニット母形、室外ユニット容量が表示される。

室外ユニット母形：56 kW　室外ユニット容量：56.0 kW の場合

室外ユニット母形
56 kW 母形：上段に「－」

28 kW 母形：下段に「－」

室外ユニット容量
0.1 kW 単位で表示

室外ユニット母形：56 kW　室外ユニット容量：45.0 kW の場合

室外ユニット母形 室外ユニット容量

コード No.
および機能



6-149

75

機種付加
機能

モニタモード

機種付加機能の有無が ON/OFF 表示される。

ハイパワーなしの場合

機種付加機能有無
on：付加機能あり

oF：付加機能なし

※ 機種付加機能対応表

容内能機加付.oN能機加付

様仕冷寒F1

－2

－3

形母Wk 654

機ーワパイハ5

－6

－7

－8

76

ガス種

モニタモード

ガス種が表示される。

13A の場合

い号プロパンの場合

※ ガス種対応表

種スガ

13A（12A）A31

ンパロプ号いorPi

77

遠隔監視用
形式コード

モニタモード

遠隔監視用形式コードが表示される。

形式コードが F261 の場合

操作方法・表示内容
コード No.
および機能

※ 表示される付加機能の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON

する毎に「F 寒冷仕様」→「－」→・・・→「56 kW 母形」→「ハイパワー機」→・・・→

「F 寒冷仕様」→・・・のように切換わる。

7セグメント表示
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操作方法・表示内容

78

メイン
マイコン

プログラム
バージョン

モニタモード

メインマイコンプログラムバージョンが表示される。

メインマイコンプログラムバージョンが 15 の場合

79

エンジン
マイコン

プログラム
バージョン

モニタモード

エンジンマイコンプログラムバージョンが表示される。

エンジンマイコンプログラムバージョンが 1 の場合

7A

IF マイコン
プログラム
バージョン

モニタモード

IF マイコンプログラムバージョンが表示される。

IF マイコンプログラムバージョンが 22 の場合

コード No.
および機能
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7b

定期点検

モニタモード

定期点検状態が表示される。

定期点検時間に到達していない場合

定期点検までの時間が表示
（左記の場合、1,134 時間後に定期点検発報）

定期点検時間に到達した場合

「oVEr」が表示

チェックモード

定期点検リセットを行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

コマンド選択（初期表示）　　　定期点検状態を表示

OR

↓ セットスイッチ長押し（0.5 秒）

コマンド設定中

↓ セットスイッチ長押し（2 秒）

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　定期点検リセット　完了

リセットが完了する。

「End」表示は、他のコマンドに変更すると消える

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 定期点検リセット　反映完了

操作方法・表示内容

・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

7E

スタータ
交換時

発停回数
リセット

モニタモード

【故障予知】スタータ交換推奨発報状態が表示される。

「スタータ交換推奨」発報の場合

発報状態

E1 ：「次回点検時、交換推奨」発報

E2 ：「スタータ交換推奨」発報

－－：スタータ交換推奨発報なし

コマンドモード

スタータ交換時の発停回数リセットを行う。

※ リモコン運転中およびエンジン運転中はリセット出来ない。

コマンド選択（初期表示）

「スタータ交換推奨」発報中　⇒　リセットの場合

↓ セットスイッチ長押し（2 秒）

コマンド設定中

※ リセット出来ない場合は、セットスイッチを押している間「no」点滅表示。

↓ セットスイッチ長押し（2 秒）

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　スタータ交換時発停回数リセット　完了

　リセットが完了する。

「End」表示は、他のコマンドに変更すると消える。

7F

故障予知
コード

モニタモード

故障予知コードが点滅表示される。（コードは 16 進 2 桁）

（複数の故障予知がある場合は、発報の新しい順に 4 個まで表示）

故障予知を 1 つも発報していない場合は、「－－」表示とする。

故障予知コードが 15 の場合

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

80

EEPROM
ディップ

スイッチ 1

81

EEPROM
ディップ

スイッチ 2

82

EEPROM
ディップ

スイッチ 3

83

EEPROM
ディップ

スイッチ 4

84

EEPROM
ディップ

スイッチ 5

85

EEPROM
ディップ

スイッチ 6

モニタモード

EEPROM ディップスイッチ 1 状態（コード No.80）・EEPROM ディップスイッチ 2 状態（コー

ド No.81）・EEPROM ディップスイッチ 3 状態（コード No.82）・EEPROM ディップスイッチ

4 状態（コード No.83）・EEPROM ディップスイッチ 5 状態（コード No.84）・EEPROM ディッ

プスイッチ 6 状態（コード No.85）が表示される。

EEPROM ディップスイッチ 3 状態：4 ピン ON の場合

 ピン状態
on：ON

oF：OFF

EEPROM ディップスイッチ 4 状態：1 ピン OFF の場合

チェックモード

EEPROM ディップスイッチの設定を 1 ピン毎に行う。

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

（例）EEPROM ディップスイッチ 1 の 5 ピン設定方法

コマンド選択（初期表示）　　　1 ピンの状態を表示

↓ 室内ユニット選択スイッチ 4 回 ON

コマンド選択　　　5 ピン選択

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる ON/OFF 変更

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コード No.
および機能

※ 表示される EEPROM ディップスイッチの変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。
　スイッチを ON する毎に「1 ピン」→「2 ピン」→・・・→「8 ピン」→「1 ピン」→・・・
　のように切換わる。
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80

81

82

83

84

85

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　5 ピン設定　完了

。るすFFOをンピ５。るすNOをンピ５

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 5 ピン設定　反映完了

98

Tc 設定値

99

Te 設定値

9c

暖房室内
SC

目標設定値

モニタモード

Tc（コード No.98）、Te（コード No.99）、暖房室内 SC 目標設定値（コード No.9c）が表示される。

（表示範囲：-20 ～ 60 ℃）

Tc 設定値が -1 ℃の場合

暖房室内 SC 目標設定値が 12 ℃の場合

暖房室内 SC 目標設定値が未設定の場合

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

9A

暖房停止
室内ユニット
電子膨張弁
開度設定値

9b

暖房サーモ
OFF

室内ユニット
電子膨張弁
開度設定値

モニタモード

暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値が 110 step の場合

暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度設定値が 140 step の場合

暖房サーモ OFF 室内ユニット電子膨張弁開度設定値が未設定の場合

9d

暖房ホット
スタート

高圧設定値

モニタモード

暖房ホットスタート高圧設定値が表示される。（表示範囲：1.00 ～ 3.50 MPa）

暖房ホットスタート高圧設定値が 2.86 MPa の場合

暖房ホットスタート高圧設定値が未設定の場合

コード No.
および機能

暖房停止室内ユニット電子膨張弁開度設定値（コード No.9A）・暖房サーモ OFF 室内ユニット

電子膨張弁開度設定値（コード No.9b）が表示される。（表示範囲：0 ～ 250 step）
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操作方法・表示内容

A0

省エネ制御
状態

省エネ制御
一時停止 /
復帰指令

モニタモード

省エネ制御状態が表示される。

お任せ制御中の場合

制御内容

1：お任せ制御

2：最大能力制限制御

3：蒸発温度制御

4：凝縮温度制御

5：独自制御 1

6：独自制御 2

状態表示

無表示：通常

c：省エネ指令中

i：一時停止中

※ 表示される制御内容の変更は、室内ユニット選択スイッチにて行う。スイッチを ON する

 毎に「お任せ制御」→「最大能力制限制御」→・・・→「独自制御 2」→「お任せ制御」

→・・・のように切換わる。

コマンドモード

省エネ制御の一時停止と復帰を行う。

一時停止：省エネ制御を一時的に停止する機能

　　復帰：一時停止した省エネ制御を復帰させる機能

（例）独自制御 2 の一時停止 / 復帰方法

コマンド選択（初期表示）　　　お任せ制御の設定状態を表示

状態

St：一時停止設定中

rE：省エネ制御に復帰（一時停止設定解除）

↓ 室内ユニット選択スイッチ 5 回 ON

コマンド選択　　　独自制御 2 選択

一時停止中　⇒　復帰の場合 復帰中　⇒　一時停止の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

制御内容 省エネ率 （%）

状態表示

制御内容 状態

コード No.
および機能
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A0

コマンド選択に戻る（設定完了） 独自制御 2 設定　完了

復帰に設定が完了する。 一時停止に設定が完了する。

※ 一時停止を設定し、その後コマンド操作を行わない場合、2 時間経過後に一時停止の設定は

解除される。

A1

室外ユニット
間引き制御

状態

室外ユニット
間引き制御
一時停止 /
復帰指令

モニタモード

室外ユニット間引き制御状態が表示される。

お任せ制御中の場合

一時停止表示

無表示：通常

 i：一時停止中

状態

on：室外ユニット間引き制御中

oF：通常運転中

コマンドモード

室外ユニット間引き制御の一時停止と復帰を行う。

一時停止：室外ユニット間引き制御を一時的に停止する機能

　　復帰：一時停止した室外ユニット間引き制御を復帰させる機能

コマンド選択（初期表示）

一時停止中　⇒　復帰の場合 復帰中　⇒　一時停止の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

→ 
←

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　室室外ユニット間引き制御の設定　 完了

。るす了完が定設に止停時一。るす了完が定設に帰復

※ 一時停止を設定し、その後コマンド操作を行わない場合、2 時間経過後に一時停止の設定は

解除される。

操作方法・表示内容

一時停止表示 状態

コード No.
および機能

室外ユニット間引き制御の一時停止/復帰方法
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A2

冷房時の
凝縮温度
補正値

A3

暖房時の
凝縮温度
補正値

モニタモード

遠隔監視で設定された冷房時の凝縮温度補正値（コード No.A2）・暖房時の凝縮温度補正値（コー

ド No.A3）が表示される。

冷房時の凝縮温度補正値が -3.70 ℃の場合

暖房時の凝縮温度補正値が一時解除中の場合

コマンドモード

遠隔監視で設定された冷房時の凝縮温度補正値（コード No.A2）・暖房時の凝縮温度補正値（コー

ド No.A3）の一時解除と復帰を行う。

一時停止：冷房時 / 暖房時凝縮温度補正値を一時的に解除する機能

　　復帰：一時解除した冷房時 / 暖房時凝縮温度補正値を設定値に復帰させる機能

（例）暖房時凝縮温度補正値の一時解除 / 復帰方法

コマンド選択（初期表示）

一時解除中　⇒　復帰の場合 復帰中　⇒　一時停止の場合

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

→ 
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　暖房時凝縮温度補正値の設定　完了

。るす了完が定設に除解時一。るす了完が定設に帰復

※ 一時解除を設定し、その後コマンド操作を行わない場合、2 時間経過後に一時解除の設定は

解除される。

操作方法・表示内容

一時解除中

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

b0 ～ b9

異常履歴
（最新～
9 回前）

モニタモード

異常履歴が表示される。

異常履歴 2（1 回前）の場合

交互表示

→
←

異常発生時のエンジン運転時間が 65.536 時間以上になった場合、65.536 時間を

引いた時間が表示される。

（例）70,000 時間の場合、446（4464 時間）が表示される。

※ コード No. 対応表（コード No. 一覧表より抜粋）

容内歴履常異.oNドーコ

）新最（1歴履常異0b

）前回1（2歴履常異1b

）前回2（3歴履常異2b

）前回3（4歴履常異3b

）前回4（5歴履常異4b

）前回5（6歴履常異5b

）前回6（7歴履常異6b

）前回7（8歴履常異7b

）前回8（9歴履常異8b

）前回9（01歴履常異9b

c0

連結設置時
アドレス

モニタモード

連結設置時アドレスが表示される。

親室外ユニットの場合

連結設置時アドレス

0：親室外ユニット

1：子室外ユニット1

2：子室外ユニット2

c1

連結設置時
接続台数

（室外ユ
ニット台数）

モニタモード

連結設置時室外ユニット接続台数が表示される。
（親室外ユニットと子室外ユニットの台数合計　子室外ユニットがない場合は 1 と表示される）

子室外ユニット1 台の場合

d1

室内ユニット
接続台数

モニタモード

室内ユニット接続確認時に設定した同じ冷媒系統の室内ユニット接続台数が表示される。

室内ユニット台数が 27 台の場合

モ ニ タ コ ー ド 異常発生時エ ンジン運
転時間 （10 時間刻み）

異常メ イ ン コ ー ド 異常サブ コ ー ド

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

dc

遠隔監視
アドレス

モニタモード

遠隔監視アドレスが表示される。

遠隔監視アドレスが 25 の場合

チェックモード

遠隔監視アドレスの強制設定を行う。（0 ～ 47 の範囲で設定可能）

ブレーカリセットによるコマンド反映が必要。

遠隔監視アドレス設定方法

コマンド選択（初期表示）

合場の）22→74（済定設スレドア合場の定設未スレドア

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中

定設制強定設動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移行）

↓
点滅桁データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上り、桁下りあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移行）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コード No.
および機能
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（続き）

dc

遠隔監視
アドレス

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　遠隔監視アドレス設定　完了

。るす了完が定設スレドア。るす了完が去消スレドア

↓ モード選択スイッチ 1 秒押し ↓ モード選択スイッチ 1 秒押し

運転時間表示モード移行

↓ 漏電ブレーカ OFF ↓ 漏電ブレーカ OFF

↓ 漏電ブレーカ ON ↓ 漏電ブレーカ ON

コマンド反映 遠隔監視アドレス設定　反映完了

操作方法・表示内容

・ ・

コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

EE

室内ユニット
膨張弁開度
強制設定

モニタモード

室内ユニット膨張弁開度強制設定（コード No.EE）の設定状態が表示される。

室内ユニットNo.13：160 step 設定中の場合

交互表示

→
←

室内ユニットNo.6：自動の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に室内ユニット

登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が最初の室内ユニットに戻る。

コマンドモード

室内ユニット膨張弁開度の強制設定 / 解除を行う。

（例）

コマンド選択（初期表示）　　　室内ユニットNo.0 の設定状態を表示

交互表示

→
←

↓ 室内ユニット選択スイッチにより室内ユニットを選択

コマンド選択　　　室内ユニットNo.46 を選択

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は全室内ユ

ニット選択に移行し、全室内ユニット選択の場合は登録順が最初の室内ユニットに戻る。

交互表示

→
←

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図では

コード No.を表示する。

↓ セットスイッチ ON

全室内ユニット選択表示

コード No.
および機能

室内ユニットNo.46の室内ユニット膨張弁開度設定方法

【全室内ユニット選択の場合の表示】
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（続き）

EE

室内ユニット
膨張弁開度
強制設定

コマンド設定中（自動）

合場の）pets 114⇒492（定設制強合場るす定設に動自

→
←

UP ＋ DOWN スイッチ同時 1 秒押しによる切換え

↓
点滅データの UP/DOWN
スイッチによる変更

UP ＋ DOWN スイッチ
同時 1 秒押しによる切換え

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移動）

↓
点滅データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上がり、桁下がりあり）

↓
セットスイッチ ON

（点滅桁が→へ移動）

↓
点滅データの UP/DOWN
スイッチによる変更

（桁上がり、桁下がりあり）

↓
セットスイッチ ON

（全桁点滅へ移動）

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　膨張弁開度設定　完了

。るす了完が定設制強。るす了完が定設動自

※ 室内ユニット膨張弁の強制設定は、10 分で自動的に解除される。

操作方法・表示内容
コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

F1

室内ユニット
間引き制御

状態

室内ユニット
間引き制御
一時停止 /
復帰指令

モニタモード

室内ユニット間引き制御の状態が表示される。

室内ユニットNo. 21：間引き制御中の場合

交互表示

→
←

一時停止表示

無表示：通常

 i：一時停止中

状態

on：室内ユニット間引き制御中

oF：通常運転中

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が 1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が
最初の室内ユニットに戻る。

コマンドモード

室内ユニット間引き制御の一時停止と復帰を行う。

一時停止：室内ユニット間引き制御を一時的に停止する機能

　　復帰：一時停止した室内ユニット間引き制御を復帰させる機能

（例）

コマンド選択（初期表示）　　　室内ユニットNo. 0 の設定状態表示

交互表示

→
←

設定状態表示

St：一時停止中

rE：間引き制御に復帰（一時停止設定解除）

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が 1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、全室内ユ

（全室内ユニット選択時の表示は「－－」）

ニット選択に移行し、全室内ユニット選択の場合は、登録順が最初の室内ユニットに戻る。

↓ 室内ユニット選択スイッチにより室内ユニットを選択

コマンド選択　　　室内ユニットNo.15 選択

交互表示

→
←

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図ではコー

ド No.を表示する。

↓ セットスイッチ ON

一時停止表示 状態

設定状態

コード No.
および機能

室内ユニットNo.15の室内ユニット間引き制御一時停止/復帰方法
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（続き）

F1

室内ユニット
間引き制御

状態

間引き制御
一時停止 /
復帰指令

コマンド設定中

合場るす定設に帰復合場るす定設に除解時一

→
←

UP/DOWN スイッチによる切換え

↓ セットスイッチ ON ↓ セットスイッチ ON

コマンド選択に戻る（設定完了）　　　

。るす了完が定設に帰復。るす了完が定設に除解時一

※ 一時停止を設定し、その後コマンド操作を行わない場合、2 時間経過後に一時停止の設定

は解除される。

F4

サーモ位置

モニタモード

室内ユニットサーモ位置が表示される。

室内ユニットNo.7：室内ユニットサーモ位置：ボディセンサの場合

交互表示

→
←

表示モード

b：ボディセンサ

r：リモコンセンサ

d：デフォルト

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が 1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

F8

膨張弁
実開度

モニタモード

室内ユニット膨張弁実開度が表示される。

室内ユニットNo.3：470 step の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が 1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

操作方法・表示内容
コード No.
および機能

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット

室内ユニット間引き制御設定　完了
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操作方法・表示内容

Fb

室内ユニッ
ト容量

モニタモード

室内ユニット容量が表示される。

室内ユニットNo.55：56.0 kW の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に室
内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順が最
初の室内ユニットに戻る。

F5
室内ユニット
　　本体
センサ温度

F6
リモコン

温度

F7
室内ユニット
熱交中間温度

Fc
室内ユニット
熱交ガス管温度

Fd
室内ユニット
熱交液管温度

FE
室内ユニット
吸込温度

モニタモード

室内ユニットNo.91：室内ユニット熱交ガス管温度が -3 ℃の場合

交互表示

→
←

室内ユニットNo.7：室内ユニット吸込温度が 24 ℃の場合

交互表示

→
←

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順

が最初の室内ユニットに戻る。

コード No.
および機能

室内ユニット本体センサ温度（コード No.F5）、リモコン温度（コード No.F6）、室内ユニッ

ト熱交中間温度（コード No.F7）、室内ユニット熱交ガス管温度（コード No.Fc）、室内ユニッ

ト熱交液管温度（コード No.Fd）室内ユニット吸込温度（コード No.FE）の状態が表示される。
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操作方法・表示内容

FF

室内ユニット
運転状態 /
個別運転
設定 /

試運転設定

モニタモード

室内ユニット運転状態が表示される。

室内ユニットNo.14：冷房温調中、設定温度 27 ℃の場合

交互表示

→
←

温調表示

 o：温調中

 ＿：温調要求中

空白：温調要求なし

運転モード

C：冷房

H：暖房

d：ドライ

F：送風

S：停止

設定温度

C の時：設定温度

H の時：設定温度

d の時：設定温度

F の時：－－

S の時：－－

試運転（運転モードと設定温度のエリアに表示）

 Ｈｃｒ：暖房試運転中

 Ｃｃｒ：冷房試運転中

※ 表示室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に

室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

コマンドモード

室内ユニットの運転設定を行う。

室内ユニット選択方法

※ 設定室内ユニットの選択は、室内ユニット選択スイッチにより行う。スイッチを押す毎に
室内ユニット登録順が1 つアップする。登録順が最後の室内ユニットの場合は、登録順
が最初の室内ユニットに戻る。

コマンド選択（初期表示）

室内ユニットNo.64 選択の場合

交互表示

→
←

↓室内ユニット選択スイッチ ON　

・
・
・

全室内ユニット選択の場合

温調
運転モード

設定温度 温調
運転モード

設定温度

コード No.
および機能
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（続き）

FF

室内ユニット
運転状態 /
個別運転
設定 /

試運転設定

室内ユニット運転設定方法

コマンド選択（初期表示）

室内ユニットNo. 3 運転停止中　⇒　冷房 27 ℃運転の場合

交互表示

→
←

↓ セットスイッチ ON

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図ではコー

ド No.を表示する。

コマンド設定中（運転モード設定） 運転モード

C：冷房

H：暖房

d：ドライ

F：送風

S：停止

設定温度

C の時：設定温度

H の時：設定温度

d の時：設定温度

F の時：－－

S の時：－－

↓ UP/DOWN スイッチによるモード切換え

運転モードは下記のように切換わる

S ⇒ F ⇒ d ⇒ C ⇒ H（UP スイッチ）

H ⇒ C ⇒ d ⇒ F ⇒ S（DOWN スイッチ）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択中（設定温度設定） ※ S（停止）/F（送風）の場合は、設定温度設定を

飛ばして設定確認へ移行する

↓ UP/DOWN スイッチによる設定温度切換え

設定温度は下記のように切換わる

18・・⇒・・30 ⇒ ｃｒ（UP スイッチ）
ｃｒ ⇒ 30・・⇒・・18（DOWN スイッチ）

（設定温度の変更は、S（停止）/F（送風）では不可）
（ｃｒ（試運転）は、Ｃ（冷房）/Ｈ（暖房）のみ可）

↓ セットスイッチ ON

コマンド設定中（設定確認）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択（設定完了）　　　

冷房 27 ℃運転を開始する。

操作方法・表示内容

運転モード 設定温度

コード No.
および機能

室内ユニット運転設定　 完了
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（続き）

FF

室内ユニット
運転状態 /
個別運転
設定 /

試運転設定

試運転設定方法

コマンド選択（初期表示）

運転停止中　⇒　一括冷房試運転の場合

交互表示

→
←

↓ セットスイッチ ON

※ この後も、LED6・5 はコード No. と室内ユニットNo. を交互に表示するが、図ではコー

ド No.を表示する。

コマンド設定中（運転モード設定） 試運転（運転モードと設定温度のエリアに表示）

 Ｈｃｒ：暖房試運転中

 Ｃｃｒ：冷房試運転中

↓ UP/DOWN スイッチによるモード切換え

運転モードは下記のように切換わる

S ⇒ F ⇒ d ⇒ C ⇒ H（UP スイッチ）

H ⇒ C ⇒ d ⇒ F ⇒ S（DOWN スイッチ）

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択中（設定温度設定 / 試運転切換）

↓ UP/DOWN スイッチによる切換え

設定温度表示は下記のように切換わる

18・・⇒・・30 ⇒ ｃｒ（UP スイッチ）
ｃｒ ⇒ 30・・⇒・・18（DOWN スイッチ）

（ｃｒ（試運転）は、Ｃ（冷房）/Ｈ（暖房）のみ可）

↓ セットスイッチ ON

↓ セットスイッチ ON

コマンド選択（設定完了）　　　試運転設定　完了

冷房試運転を開始する。

操作方法・表示内容

運転モード 設定温度

コード No.
および機能
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8) スーパーリンクモードの操作方法・表示内容
スーパーリンクモードは、スーパーリンク状態の確認・複数系統自動アドレス設定および室内ユニットア

ドレスの消去に使用する。

スーパーリンクモードにおいてのコード No. 選択後のコード No. 毎の操作を以下に示す。

操作方法・表示内容

P30

スーパー
リンク

通信状態

表示方法

UP/DOWN スイッチで「P30」を選択し、スーパーリンク通信状態（新バージョン / 旧バー

ジョン）を表示する。

0：旧バージョン

1：新バージョン

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

操作方法

複数系統自動アドレスの開始

UP/DOWN スイッチで「P31」を選択

0：停止　複数系統

1：開始　自動アドレス

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（停止）が点滅する

↓ UP スイッチで開始（1）に変更

1（開始）が点滅する
クリアスイッチ

で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

複数系統自動アドレス開始
1（開始）が点灯する

2 秒経過後、自動的に P32 設定中に移行する

開始アドレス記憶値
（図では 0）表示

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

開始アドレス（図では 0）が
点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで開始アドレスを任意の値に変更

開始アドレス（変更後）が
点滅する
0 ～「128- 接続台数記憶値」

の間で設定可能

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

コード No.
および機能
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（続き）

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

開始アドレス設定完了
開始アドレス（変更後）が

点灯する

2 秒経過後、自動的に P33 設定中に移行する

接続台数記憶値（図では 1）
表示

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

接続台数（図では 1）が
点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで接続台数を任意の値に変更

接続台数（変更後）が点滅
する
1 ～「128- 開始アドレス記

憶値」の間、または最大接続

台数まで設定可能

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

接続台数設定完了
接続台数（変更後）が点灯する

↓ 2 秒経過

複数系統自動アドレスを開始する
（接続確認済台数表示に移行）

接続確認済台数点滅表示（図では 0 台）

複数系統自動アドレス中の操作 / 表示

室内ユニット選択スイッチで切換え

接続台数表示

自動アドレス進行状態表示

接続確認済台数（図では 2 台）が点滅する

→
←

↓↑ UP/DOWN スイッチで切換え

開始アドレス表示

→
←

↓
設定通り室内ユニット
アドレス付番

室内ユニットアドレス確定

↓↑ 室内ユニット選択スイッチで切換え

操作方法・表示内容
コード No.
および機能
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操作方法・表示内容

（続き）

P31

P32

P33

P34

複数系統
自動

アドレス

極性確定

0：未設定

1：極性確定送信

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（未設定）が点滅する

↓ UP スイッチで極性確定送信（1）に変更

1（極性確定送信）が点滅する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

極性確定送信
1（極性確定送信）が点灯する

↓ 2 秒経過

極性が確定したら、複数系統自動アドレスを
終了する

セットスイッチ 1 秒 ON、または表示後 3 分経過した場合、「2. 室内外ユニット接続確認中」に

複数系統自動アドレス中の異常表示

室内ユニットアドレス付番異常 1

接続室内ユニット台数入力値が実通信台数より
多いタイムオーバー異常と同じ

（通信不良・入力ミス）

室内ユニットアドレス付番異常 2

接続室内ユニット台数入力値が実通信台数より
 少ない
（ネットワークコネクタ接続ミス・入力ミス）

室内ユニットアドレス付番異常 3

開始アドレス入力 + 接続室内ユニット
台数入力＞ 128

（入力ミス）

スーパーリンク設定不良

複数系統自動アドレス設定中に、旧 SL 通信機
参入を認識

スーパーリンクシーケンスエラー

複数系統自動アドレス設定中に、シーケンス
通りの動作が出来なくなった場合

コード No.
および機能

移行
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操作方法・表示内容

P35

P36

室内ユニット
アドレス

消去

操作方法

UP/DOWN スイッチで「P36」を選択

0：消去禁止

1：登録室内ユニット消去可

2：全室内ユニット消去可

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（消去禁止）が点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで消去可（1 または 2）に変更

1 または 2（消去可）が点滅
する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

1 または 2（消去可）が点灯する
（P36：消去可　確定）

2 秒経過後、自動的に P35 設定中に移行する

0：消去禁止

1：登録室内ユニット消去命令

2：全室内ユニット消去命令

↓ セットスイッチ 1 秒 ON

0（消去禁止）が点滅する

↓ UP/DOWN スイッチで消去命令（1 または 2）に変更

1 または 2（消去命令）が
点滅する

クリアスイッチ
で戻る

↓ セットスイッチ 3 秒 ON

1 または 2（消去命令）が 20 秒点灯して、
アドレス消去を行う

※ この時、P36 との設定がアンマッチの場合は以下の表示となり、アドレス消去は出来ない。

「no」が点滅する

設定アンマッチとは以下の状態を示す

P36 で 1 または 2（消去可）未設定の場合

P36 での設定値と P35 での設定値が違う場合

※P35 で 0（消去禁止）を設定した場合は、P36 での設定値も 0 に戻る。

コード No.
および機能
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7.保護装置
 P450形寒冷地仕様以外

図 1.　エンジン周辺

正面側

水温センサ

エンジン油圧スイッチ

背面側

排気温度センサ

（臭気低減キット装着機のみ）

エンジン回転センサ
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図 2.　冷媒系

側面パネル側
高圧スイッチ 2

アキュムレータ出口

温度センサ

高圧センサ 2

（リニューアル対応機のみ）

（リニューアル対応機のみ）

低圧センサ

エンジン側 室外ユニット熱交液温度センサ
室外ユニット熱交ガス温度センサ

サブ熱交出口温度センサ

高圧センサ 1

圧縮機吐出

温度センサ 1

圧縮機吸入温度センサ

圧縮機吐出

温度センサ 2

高圧スイッチ 1
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図 3.　制御ボックス内

図 4.　2F 図

漏電ブレーカ

（2形1シリーズのみ）

拡大

ラジエータキャップ

エンジンルーム温度センサ

（1F 天板に取付け）

外気温度センサ

（2形1シリーズのみ）
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 

図 1. 　エンジン周辺

正面側

水温センサ

エンジン回転センサ

エンジン油圧スイッチ

背面側

排気温度センサ

（臭気低減キット装着機のみ）

P450形寒冷地仕様、P560、P710形
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図 2. 　冷媒系

側面パネル側
高圧スイッチ 2

アキュムレータ出口

温度センサ

高圧センサ 2

（リニューアル対応機のみ）

（リニューアル対応機のみ）

低圧センサ

エ ンジン側 室外ユニット熱交液温度センサ
室外ユニット熱交ガス温度センサ

サブ熱交出口温度センサ

高圧センサ 1

圧縮機吐出

温度センサ 1

　圧縮機吸入温度センサ

圧縮機吐出

温度センサ 2

高圧スイッチ 1
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図 3. 　制御ボックス内

図 4. 　2F 図

拡大

漏電ブレーカ

ラジエータキャップ

エンジンルーム温度センサ

（1F 天板に取付け）

外気温度センサ

（2形1シリーズのみ）

（2形1シリーズのみ）
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8.運転データ標準値
2形1シリーズP450形、2形2シリーズP450形寒冷地仕様以外

2形1シリーズP560形

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2735 1960 2760 1880 3000

圧縮機台数 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力

圧縮機吸入温度

圧縮機吐出圧力 MPa 2.85 3.21 2.52 3.00 2.47

圧縮機吐出温度

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 126 157 86

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 74 72 105

過冷却調整弁開度 step 50 47 167 134 183

FFOFFOFFOFFOFFO－1弁磁電量容

FFOFFOFFOFFOFFO－2弁磁電量容

302922402002452pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 78 77 60 59 60

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 1890 1150 1880 1330 2150

MPa 2.96 3.17 2.52 3.04 2.52

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 99 93 153

過冷却調整弁開度 step 206 0 199 164 225

FFOFFOFFOFFOFFO－1弁磁電量容

FFOFFOFFOFFOFFO－2弁磁電量容

542172942112103pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 81 77 59 61 60

MPa 0.93 1.04 0.70 1.16 0.63

℃ 19 28 10 24 7

℃ 68 77 63 65 63

－ 2 2 2 2 2

MPa 0.92 1.07 0.69 1.11 0.61

℃ 17 21 9 23 6

℃ 71 70 67 70 70

－ 2 2 2 2 2

step 0 0 133 174 83

圧縮機台数

圧縮機吸入圧力

圧縮機吸入温度

圧縮機吐出圧力

圧縮機吐出温度

室外ユニットファン台数

室外ユニット熱交液流量調整弁開度
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 2形1シリーズP450形寒冷地仕様、2形2シリーズP560形

 2形1シリーズP710形、2形2シリーズP710形

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 1780 1000 1910 1620 2180

圧縮機台数　　　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力　　　 MPa 0.95 1.26 0.68 1.03 0.59

圧縮機吸入温度　　　 ℃ 17 35 7 21 3

圧縮機吐出圧力　　　 MPa 2.90 3.10 2.30 3.04 2.31

圧縮機吐出温度　　　 ℃ 70 67 60 70 63

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 138 163 87

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 103 111 141

過冷却調整弁開度 step 236 40 221 177 236

FFOFFOFFOFFOFFO－1弁磁電量容

FFOFFOFFOFFOFFO－2弁磁電量容

462963282342603pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 78 73 60 59 59

冷房定格 冷房過負荷 暖房定格 暖房過負荷 暖房低温

エンジン回転数 min-1 2300 1300 2570 1680 2795

圧縮機台数　　　 － 2 2 2 2 2

圧縮機吸入圧力　　　 MPa 0.93 1.10 0.64 1.04 0.59

圧縮機吸入温度　　　 ℃ 20 25 8 26 5

圧縮機吐出圧力　　　 MPa 3.04 3.20 2.30 3.01 2.28

圧縮機吐出温度　　　 ℃ 81 74 64 77 65

室外ユニットファン台数 － 2 2 2 2 2

室外ユニット熱交液流量調整弁開度 step 0 0 147 186 92

サブ熱交液流量調整弁開度 step 0 0 151 116 222

過冷却調整弁開度 step 204 40 249 138 200

FFOFFOFFOFFOFFO－1弁磁電量容

FFOFFOFFOFFOFFO－2弁磁電量容

933213843142653pets度開弁RCO

エンジン冷却水温度 ℃ 76 72 60 61 64
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圧縮系

点火系

燃料系

エンジンオイル

電気抵抗値

考備値準基目項

コンプレッション
上以aPM 4.1筒気各

aPM 1.1度限

バルブクリアランス
温間 0.35 ± 0.05 mm

冷間 0.25 ± 0.05 mm

考備値準基目項

mm 0.1～4.0マキス極電グラプ火点

m・N 03～02クルトけ付締グラプ火点

考備値準基目項

空燃比（O2 都市ガス・プロパ -1

燃料ガス圧力
aPk 5.2～0.1 都市ガス

プロパン 2.0 ～ 3.3 kPa

考備値準基目項

G00001-LFルイオンジンエスガ類種

基本封入量 P450形寒冷地仕様
P560，P710形

32 L（C レベル -10 ～ 0 mm）

P450形寒冷地仕様以外 30 L（D レベル -10 ～ 0 mm）

エンジンオイル油圧 150 ～ 500 kPa（1,800 min-1 時）

考備値準基目項

Ωk 0.5～9.1ドーコ圧高

エンジンスロットル弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[5]( 赤 )
[5]( 赤 )-[6]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[6]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

上以ΩM 1、下以Ω 1チッイス圧油ンジンエ

Ω 122，1弁磁電スガ

）℃02（Ω 10.0タータス

）℃02（Ω 42.0ルイコンオニピタータス

燃料ガス調整弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[7]( 赤 )
[7]( 赤 )-[8]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[8]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

）℃02（Ω 051 ± 001,1サンセ転回ンジンエ

ルイコ次１Ω 58.1ルイコンョシッニグイ

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6 7 8

1.エンジン系

3 ～ 10 ％/2,400 min計）
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圧縮系

点火系

燃料系

エンジンオイル

電気抵抗値

考備値準基目項

コンプレッション
上以aPM 4.1筒気各

aPM 1.1度限

バルブクリアランス
温間 0.35 ± 0.05 mm

冷間 0.25 ± 0.05 mm

考備値準基目項

mm 0.1～4.0マキス極電グラプ火点

m・N 03～02クルトけ付締グラプ火点

考備値準基目項

空燃比（O2 都市ガス・プロパ -1

燃料ガス圧力
aPk 5.2～0.1 都市ガス

プロパン 2.0 ～ 3.3 kPa

考備値準基目項

G00001-LFルイオンジンエスガ類種

基本封入量 P450形寒冷地仕様
P560，P710形

32 L（C レベル -10 ～ 0 mm）

P450形寒冷地仕様以外 30 L（D レベル -10 ～ 0 mm）

エンジンオイル油圧 150 ～ 500 kPa（1,800 min-1 時）

考備値準基目項

Ωk 0.5～9.1ドーコ圧高

エンジンスロットル弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[5]( 赤 )
[5]( 赤 )-[6]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[3]( 橙 )
[4]( 黄 )-[6]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

上以ΩM 1、下以Ω 1チッイス圧油ンジンエ

Ω 122，1弁磁電スガ

）℃02（Ω 10.0タータス

）℃02（Ω 42.0ルイコンオニピタータス

燃料ガス調整弁
コネクタ

[1]( 白 )-[2]( 茶 )
[2]( 茶 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[7]( 赤 )
[7]( 赤 )-[8]( 青 )

120 Ω（25 ℃）

[1]( 白 )-[4]( 橙 )
[5]( 黄 )-[8]( 青 )

240 Ω（25 ℃）

）℃02（Ω 051 ± 001,1サンセ転回ンジンエ

ルイコ次１Ω 58.1ルイコンョシッニグイ

1 2 3
4 5 6

1 2 3 4
5 6 7 8

1.エンジン系

3 ～ 10 ％/2,400 min計）

圧縮機ベルト張力

※1．ベルト張力は、音波式ベルトテンションゲージで測定してください。

発電機ベルト張力

※2．ベルト張力は、音波式ベルトテンションゲージで測定してください。

発電機ベルトは張力調整後、数十時間の運転で張力が低下しますが、それはベルトの特性であり問題あり

ません。

Ω 338ターヒンパルイオンジンエ
ヒータキット装着
機のみ

排気ドレンヒータ

基板上（合成値） 476 Ω

ドレンフィルタ 667 Ω

ドレンホース 1,667 Ω

考備値準基目項

備考値準基整調項目

ベルト（大）
P450形寒冷地仕様
P560形, P710形

P450形寒冷地仕様以外

ベルト交換時

ベルト点検時・再利用時

ベルト交換時

※1

ベルト点検時・再利用時

音波式ベルトテンションゲージ設定値 P450形寒冷地仕様以外
P450形寒冷地仕様
P560形, P710形

m・ブリ / g 71量質位単

本8数ブリ

242 mmさ長ンパス

考備値準基整調値準基検点目項

N 093～033―時換交トルベ

※2ベルト点検時・
再利用時

≪運転時間≫～ 30 時間
80 N 以上

330 ～ 390 N

N 033～003～間時03≫間時転運≪

音波式ベルトテンションゲージ設定値 全機

m・ブリ / g 02量質位単

本3数ブリ

mm 052さ長ンパス

212 mm

800 ～ 960 N

1,340 ～ 1,540 N

1,000 ～ 1,200 N

1,070 ～ 1,230 N
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2.冷媒系
考備値準基目項

室内ユニット温度差
（吸込み - 吹出し）

冷房時 ΔＴ ＝ 10 ～ 15 ℃ 環境条件・室内ユニットなど
により多少差が出ます。
目安としてください。暖房時 ΔＴ ＝ 15 ～ 20 ℃

冷媒配管長と
高低差

配管長（相当長 / 実長） 190/165 ｍ

高低差
室外ユニットが上 50 ｍ

室外ユニットが下 40 ｍ

冷媒配管サイズ
　mm 88.51Φ管液

（ろう付）
　mm 75.13Φ管スガ

フレアナット締付
けトルク

外径呼び径

6.35 mm 14 ～ 18 N・m

9.52 mm 34 ～ 42 N・m

12.70 mm 49 ～ 61 N・m

15.88 mm 68 ～ 82 N・m

19.05 mm 100 ～ 120 N・m

室外ユニット熱交液流量調整弁抵抗値

サブ熱交換器液流量調整弁抵抗値

コネクタ [ 赤 ]-[ 白 ]
[ 赤 ]-[ 橙 ]
[ 赤 ]-[ 黄 ]
[ 赤 ]-[ 青 ]

34.3±4.3 Ω

コネクタ [ 白 ]-[ 橙 ]
[ 黄 ]-[ 青 ]

68.6±8.6 Ω

高圧スイッチ 1、2 抵抗値 1 Ω 以下、1 MΩ 以上
2：リニューアル対応機

のみ

過冷却調整弁抵抗値

オイルバイパス調整弁抵抗値

コネクタ [ 赤 ]-[ 白 ]
[ 赤 ]-[ 橙 ]
[ 赤 ]-[ 黄 ]
[ 赤 ]-[ 青 ]

46 ± 4 Ω

コネクタ [ 白 ]-[ 橙 ]　　
[ 黄 ]-[ 青 ]

92 ± 8 Ω

Ω 050,1値抗抵弁スパイバスガトッホ

Ω 059値抗抵弁換切方四

圧縮機ヒータ 1 ～ 2 抵抗値 　 1.67 kΩ ± 7 %

Ω 050,1値抗抵2～1弁磁電量容

冷凍機油

01LN類種

Ｌ4量入封本基
※ 施工時の冷凍機油の

追加補充は不要
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Ω 050,1値抗抵2～1弁磁電量容

冷凍機油

01LN類種

Ｌ4量入封本基
※ 施工時の冷凍機油の

追加補充は不要

※1．冷媒系統修理時の冷媒追加補充量（下記にて算出）

※2．α の値は、以下の表に従ってください。

冷媒系統修理時の
冷凍機油追加

補充量

冷媒ポンプダウン時 0 cm3 吐出配管・膨張弁・ド
ライヤフィルタなど交
換部品に冷凍機油が溜
まらない物を交換した
場合

mc 004時収回媒冷 3

冷媒ガス回収時 400 cm3

圧縮機（ドライヤフィ
ルタを含む）を交換し
た場合、別途圧縮機本

必要（詳細は5-58ページ

以降参照）

アキュムレータを交換した場合 1,000 cm3

他複数の部品と一緒に
交換した場合、各補充
量を加算して補充する

オイルセパレータを交換した場合 2,000 cm3

その他の部品を交換した場合
（圧縮機を除く）

実測

冷媒ガス

Ａ014Ｒ類種

基本封入量
2形1シリーズ 16.0 ㎏

1※量充補加追媒冷の時理修統系媒冷

考備値準基目項

補充量（kg）

＝（l1×0.353）＋（l2×0.250）＋（l3×0.170）＋（l4×0.110）＋（l5×0.054）＋（l6×0.022）＋ α ※2

l1 ＝液管 Φ22.22 mm の合計の長さ（m）

l2 ＝液管 Φ19.05 mm の合計の長さ（m）

l3 ＝液管 Φ15.88 mm の合計の長さ（m）

l4 ＝液管 Φ12.70 mm の合計の長さ（m）

l5 ＝液管 Φ9.52 mm の合計の長さ（m）

l6 ＝液管 Φ6.35 mm の合計の長さ（m）

室外ユニット組合せ
室内ユニット接続合計台数

1 台 2 台以上

単独設置
102形1シリーズ

2形2シリーズ

連結設置

2形1シリーズ + 2形1シリーズ

体に冷凍機油の封入が

2形2シリーズ 11.5 ㎏

4.5 5.5

20

4.5 6.52形1シリーズ + 2形2シリーズ

1192形2シリーズ + 2形2シリーズ
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3.冷却水系
考備値準基目項

サーモスタット
バルブ

70 ℃開弁

開き初め

83 ℃全開

リフト量

70 ℃

8.5 mm

冷却水

三菱重工GHP純正クーラント類種

緑色

封入量
P450形寒冷地仕様
P560形

リザーブタンク含む

P710形

P450形寒冷地仕様以外

P450形寒冷地仕様
P560, P710形

P450形寒冷地仕様以外

体積濃度

標準
50 vol％

（冷却水：0.55、水：0.45）
-20 ℃不凍液

寒冷地仕様
65 vol％

（冷却水：0.7、水：0.3）
-35 ℃不凍液

冷却水強化剤

種類 GHPクーラント強化剤

規定追加量

460 ～ 510 cm3

300 ～ 350 cm3

Ω 81～01値抗抵プンポターォウ

24 L

30 L

19 L
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4.サーミスタ特性
室外ユニット

水温センサ抵抗値 温度 基準値

50 ℃ 17.6 kΩ

80 ℃ 6.1 kΩ

100 ℃ 3.3 kΩ

110 ℃ 2.5 kΩ

外気温度センサ抵抗値

エンジンルーム温度センサ抵抗値

室外ユニット熱交液温度センサ抵抗値

室外ユニット熱交ガス温度センサ抵抗値

サブ熱交出口温度センサ抵抗値

圧縮機吸入温度センサ抵抗値

アキュムレータ出口温度センサ抵抗値

温度 基準値

-10 ℃ 23.95 kΩ

0 ℃ 15.00 kΩ

10 ℃ 9.69 kΩ

20 ℃ 6.43 kΩ

30 ℃ 4.37 kΩ

40 ℃ 3.04 kΩ

50 ℃ 2.16 kΩ

60 ℃ 1.56 kΩ

70 ℃ 1.15 kΩ

80 ℃ 0.86 kΩ

90 ℃ 0.65 kΩ

100 ℃ 0.50 kΩ

圧縮機吐出温度センサ抵抗値 温度 基準値

0 ℃ 182.9 kΩ

20 ℃ 70.4 kΩ

50 ℃ 20.2 kΩ

80 ℃ 7.0 kΩ

100 ℃ 3.7 kΩ

120 ℃ 2.1 kΩ

排気温度センサ抵抗値

（臭気低減キット装着機のみ）
温度

基準値

200℃

300℃

400℃

500℃

600℃

700℃

800℃

2形1シリーズ 2形2シリーズ

371100 Ω

52600 Ω

11500 Ω

3530 Ω

1380 Ω

638 Ω

342 Ω

4001 Ω

1427 Ω

649 Ω

346 Ω

206 Ω

133 Ω

91 Ω



●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒452-8561　愛知県清須市西枇杷島町旭三丁目1番地

〒108-0023　東京都港区芝浦2-11-5

三菱重工サーマルシステムズ株式会社
三菱重工冷熱株式会社




